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厚生労働行政推進調査事業補助金 

政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

 

NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究 

令和 7 年度総括研究報告書 

 

研究代表者 康永秀生  東京大学大学院医学系研究科 教授 

研究分担者 田宮菜奈子 筑波大学医学医療系/ヘルスサービス開発研究センター 教授 
研究分担者 中山健夫  京都大学大学院医学研究科 教授 
研究分担者 山名隼人  自治医科大学データサイエンスセンター 講師 

 
研究要旨：  
NDB・DPC 等の大規模データ解析に精通した研究者を育成することは急務である。 
東京大学では、2024 年度の実施した「NDB・DPC 等データベース研究人材育成セミナ

ー」の評価に基づき、2025 年度には、特に SQL のハンズオンセミナーによる教育プログ

ラムの検討、およびデータマネジメントに関するセミナーの改良プログラムを開発した。

さらに、人材育成セミナーでの教育を活かして、多数の研究者によるデータベース研究を

推進し、2025 年は英文原著論文が 110 編出版された。 
京都大学では、2019 年度より文部科学省が管轄する「関西広域・医療データ人材育成拠点

形成事業」を開始しており、主コースである修士課程追加履修コースのほかに、民間向け

に展開する 2 つのインテンシブコースを併設している。この 2 つのコースは、講師やコン

テンツに一部の重複はあるものの、それぞれに運用形式や目指す方向性には相違があり、

参加者が習得を目指すスキルも異なっていて、1 期生、2 期生と回を重ねるごとに独自の

展開を見せるようになってきている。2025 年においては、アカデミアにおける研究者養成

とは異なる形式での保健医療介護ビッグデータ研究人材育成の可能性について課題と可能

性について検討を進めた。 
筑波大学では、昨年度に引き続き、本年度も医療・介護保険レセプトデータや公的データ

などの医療ビッグデータを用いた研究を推し進め、特に博士課程・研修医・若手教員を対

象にした人材育成に力を入れている。本年度も、リアルワールドデータを用いた臨床医

学・社会医学研究に関心を持つ医療者や若手教員を対象に医学教育を行い、研究者の裾野

を広げ、本事業の目標である幅広い医療ビッグデータ研究にかかわる人材育成に貢献する

ことができた。 

自治医科大学では、医療ビッグデータハンドリング教育プログラムを開発し、令和 6年度

までに臨床疫学研究に加えて地域医療分析にも活用の幅を広げてきた。令和 7年度ではこ

の教育プログラムを継続して実施することで、臨床疫学研究を通じた更なるエビデンス創

出と、地域医療分析による医療政策への貢献を実現した。また、新たに自治体や医療機関

のデータを追加し、更なる利活用のための基盤を強化した。医療ビッグデータを利活用で

きる人材の裾野を広げるためには、データと利活用者に対応して教育プログラムを改善し

続けることが重要と考えられる。 

 

Ａ．研究目的 

近年、保健医療介護のリアルワールドデー

タを収集した大規模データベース研究が拡

大している。 

平成23年度から「レセプト情報・特定健診等
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情報データベース（令和５年から匿名医療

保険等関連情報データベースと呼称）」（以

下、NDB）の研究者への第三者提供が始まり、

令和元年度からNDBオンサイトリサーチセ

ンター（以下、ORC）が一般開放された。令

和２年度から第三者提供が法制化され、民

間事業者等への提供も可能となった。令和

３年度には提供情報の範囲が拡大され、さ

らにNDBのリプレース及びNDBデータ等を

クラウド上で解析できる「医療・介護データ

等解析基盤」（以下、HIC）の開発が進めら

れた。令和４年度からORCのクラウド化、

HICの試行的利用が開始された。このように、

保健医療介護データベース研究の素地は整

いつつある。 

NDB等のデータベースの利活用を推進する

上で、保健医療介護の実態を理解し、なおか

つデータ解析に精通した研究者を育成する

ことは喫緊の課題である。そのために、臨床

医学・疫学・統計学の知識に加えて、データ

ベースに関連する知識や技能の教育が必須

である。 

データベース研究に精通した研究者は、本

研究班のこれまでの取り組みによって徐々

に増加している。医学系研究者を中心に

NDB利用者は徐々に増加しつつある。しか

し民間事業者や医療政策担当者によるNDB

利用はいまだ極めて限定的である。NDB利

用者の裾野を広げるための人材育成が引き

続き求められている。 

保健医療介護の実態を理解し、なおかつデ

ータ解析に精通した研究者を育成すること

は喫緊の課題である。そのために、臨床医

学・疫学・統計学の知識に加えて、データベ

ースに関連する知識や技能の教育が必須で

ある。 

 

１．ビッグデータ研究実践能力およびデー

タハンドリング技術養成プログラムの実践

（東京大学） 

東京大学では、NDB・DPC等の医療ビッグデー

タの解析に精通した研究者を育成するため

の教育プログラム開発等を行ってきた。先

行研究にて開発された人材育成プログラム

を2023年度（令和5年度）に改良し、「NDB・

DPC等データベース研究人材育成Webinar

（初級・中級者向け）」を新規に開発した。

医学研究者のみならず民間事業者などを対

象とするプログラムも追加した。これらを

用いて、2024年度（令和６年度）にはセミナ

ーをWebで実施し、参加者によるプログラム

評価も実施した。 

2025年度（令和７年度）には、2024年度（令

和６年度）の評価結果を参考に、特にSQLの

ハンズオンセミナーによる教育プログラム

の検討、およびデータマネジメントに関す

るセミナーの改良プログラムを開発した。 

さらに、人材育成セミナーでの教育を活か

して、多数の研究者によるデータベース研

究を推進し、これまで通り論文実績を積み

重ねた。 

 

２．NDB データ研究の実践と人材育成プロ

グラム開発・検証（京都大学） 

京都大学では、大学院課程における研究者
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養成とは異なる、企業の勤務者等社会人を

対象とする保健医療介護ビッグデータ研究

人材育成プログラムの可能性と課題を検討

した。 

 

３．医療・介護データ活用による研究・人

材育成（筑波大学） 

リアルワールドデータの有効活用に基づ

くevidence based policy making (EBPM)の

重要性が広く一般世間・社会に認識される

ようになってきた。この時に重要なことは、

時間と研究意欲に溢れる若手研究者が、経

験・実績の豊富な指導者の下で、素早くデ

ータを解析し、報告書や論文を執筆して世

に発信することである。そのような教育体

制・環境を日頃から構築することが重要で

ある。 

筑波大学では、これらの取り組みが加速

でき、今年度も医学部生・博士課程生・若

手教員が実際に学会発表の成果をあげるこ

とができた。また本研究班の取り組みから

得た人材育成の知見に基づき、本研究班の

協力研究者である教員が教育的な英語論文

を執筆する機会も得ることができた。 

 
４．NDB をはじめとする医療ビッグデータ

を利活用できる人材の裾野を広げるための

研究（自治医科大学） 

自治医科大学では、平成 29-30 年度、平成

31-令和２年度および令和 3-4 年度厚生労

働科学研究において、Diagnosis Procedure 

Combination (DPC)データやレセプトデー

タ等を活用する際に必要なデータハンドリ

ング技術および統計解析の習得を目指す教

育プログラムを開発した。また、研究分担

者は主に栃木県のデータにこの教育プログ

ラムを適用して臨床疫学研究を実施し、

様々なエビデンスを創出してきた。これに

加えて、医療ビッグデータを利活用する場

面として新たに医療政策の立案に着目し、

令和 5-6 年度は栃木県の医療政策に関わる

職員を想定して教育プログラムの検討を実

施した。その結果、解析ソフトウェアの種

類やデータ可視化のためのビジネスインテ

リジェンスツールの活用など、データ、目

的および利活用者に応じた様々な改善点が

挙げられた。 

 医療ビッグデータの活用が有用な臨床疫

学研究のテーマは尽きず、新しい地域医療

構想の策定など医療政策分野への活用のニ

ーズも今後ますます増加していくと考えら

れる。一方、令和 6年度までの本研究から、

既存のデータの限界も明らかになった。そ

れに伴い、新たに利活用の推進を検討する

データとして 

 栃木県以外の自治体のデータ 

 検査値等の臨床情報を含むデータ 

が挙げられた。 

 本研究では、これまでに開発した医療ビ

ッグデータ活用のための教育プログラムを

継続して実施し、臨床疫学研究を通じた更

なるエビデンス創出、および地域医療分析

による医療政策への貢献を図った。また、

新たなデータを検討し、今後の利活用を見

据えてデータと利活用者に合わせた教育プ

ログラムの改善点を探ることとした。 
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Ｂ．研究方法 

１．ビッグデータ研究実践能力およびデー

タハンドリング技術養成プログラムの実践

（東京大学） 

（１）人材育成プログラム 

先行研究において開発した人材育成プログ

ラムをベースに、新たに開発した「NDB・DPC

等データベース研究人材育成セミナー」を

2024年度（令和６年度）に実施した。これ

には、ビッグデータ研究実践能力養成プロ

グラムおよびビッグデータハンドリング技

術養成プログラムが含まれる。 

ウェビナーの録画は、厚生労働省のホーム

ページにて 2025 年度（令和７年度）に公開

し、オンデマンド配信した。 

2024年度（令和６年度）に併せて実施した

プログラム評価において、概ね高評価を得

られたものの、SQLに関しては講義のみでは

理解が十分に達成できないとの意見が散見

された。また、データマネジメントに関す

る講義が不足していた。これらを受けて、

2025年度（令和７年度）においては、SQLの

コンテンツ改良、およびデータマネジメン

トに関するセミナーの改良プログラム開発

に取り組んだ。 

(1)SQL のコンテンツ改良 

NDB は膨大で複雑な構造をもつデータから

成り立っており、臨床疫学研究に活用する

には、リレーショナルデータベースを自在

に扱うための言語である SQL の理解が欠か

せない。しかし、多くの SQL 解説書は技術

者向けであり、医療データ特有の構造や研

究設計に寄り添ったものはほとんどない。

そこで、本研究班の研究協力者である岡田

啓および大野幸子が中心となり、NDBをはじ

めとするデータベースの研究利用に特化し

た SQL の技術を整理し、その内容を一冊の

教本にまとめて上梓した（超入門! リアル

ワールドデータ×SQL×臨床研究分析: サ

ンプルデータとスクリプトでらくらくマス

ター. 康永秀生 (監修), 大野幸子 (著), 

岡田啓 (著). 金芳堂. 2026/4/3 刊行）。 

(2)データマネジメントに関するセミナー 

臨床疫学研究に関連する情報管理の実際を

学ぶとともに、大規模データベースから目

的にあった標準データセットを抽出するプ

ロセスを理解し、それを新たに設計するこ

とを習得するセミナーを開発した。 

（２）大規模データベース研究の実践 

先行研究における人材育成プログラム受講

者をはじめ、多施設から多くの研究者と共

同研究体制を構築し、NDB,DPC等のデータベ

ースを用いた臨床研究、疫学研究、医療経

済・政策研究、ヘルスサービスリサーチを

継続的に実施した。 

 

２．NDB データ研究の実践と人材育成プロ

グラム開発・検証（京都大学） 

京都大学は 2019 年度より文部科学省の助

成を受け、関西広域の計 13 大学とコンソー

シアムを構築して「関西広域・医療データ

人材育成拠点形成事業（Kansai Union / Kyoto 

University Education Program for Digital Health 

Innovation: KUEP-DHI. 責任者：黒田知宏・

京都大学医学部附属病院医療情報企画部教

授）」に取り組んでいる。本事業は医療現場
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から大規模に収集される多様なデータの利

活用を推進し、質の高い医療を実現するた

め、医療データの活用基盤を構築・運営す

る人材、医療データを利活用できる人材を

育成することを目指すものである。KUEP-

DHI の根幹は、大学院生（主に修士学生）

を対象とした「医療データ取扱専門家育成

コース」であり、京都大学大学院医学研究

科と同大大学院情報学研究科に追加履修コ

ースとして設置されている。次世代医療基

盤法や保健医療データプラットフォームに

蓄積されるデータを活用し、医療データサ

イエンスの国際的牽引役を担えるよう本邦

の医療データサイエンスを発展させるため

に、医療データが生まれてから活用される

までの情報流の始点から終点までを確実に

支え、正しく統制できる人材を育成するこ

とを目指している。 

本研究は同事業の一環として実施されて

いる２つの社会人向けインテンシブコース

の運営経験に基づく事例検討である。 

 

３．医療・介護データ活用による研究・人

材育成（筑波大学） 

医療・介護保険レセプトデータ活用による

研究・人材育成をすすめた。若手研究者に

よる医療・介護ビッグデータ活用による学

会発表等を支援した。 

 

４．NDB をはじめとする医療ビッグデータ

を利活用できる人材の裾野を広げるための

研究（自治医科大学） 

(1) 臨床疫学研究 

 自治医科大学において、大学に勤務する

若手臨床医を中心とした研究者に対してデ

ータと教育プログラムを引き続き提供し

た。また、東京大学との間の VPNアクセス

による相互にデータ解析が可能な環境を強

化し、共同で研究を行った。 

(2) 地域医療分析 

 研究分担者が自治体職員と共同で DPC デ

ータや医療・介護レセプトデータを用いた

分析を行うとともに、医療ビッグデータ分

析の経験がある複数の若手研究者をチーム

に加え、人材育成を図った。分析デザイン

の検討、データの切り出し、データセット

の作成、および解析ソフトウェアまたはビ

ジネスインテリジェンスツールによる分析

と可視化を実施した。また、目的と利用者

に適したデータ構造等について、引き続き

検討を行った。 

(3) 自治体データの検討 

 自治体関係者の協力を得て、栃木県のデ

ータに関して対象期間と種類を更新した。

また、研究協力者と共同で、佐賀県におい

てレセプトデータの入手を進めた。多様な

医療ビッグデータの利活用を進めるための

基盤を強化するとともに、新たな利活用者

の開拓を行った。 

(4) 病院データの検討 

 国立病院機構は全国の施設でデータの標

準化と収集を進めている。DPCデータやレセ

プトデータに加えて検査値など豊富なデー

タを含むデータベースが存在する。しかし、

このデータを活用できる人材は不足してお

り、一般病院に勤務する臨床医が個々のク
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リニカルクエスチョンに応じて分析を行う

のは困難である。そこで本研究では国立病

院機構の各施設から研究協力者を募り、研

究案の検討とデータ収集を進めるとともに、

新たなデータや利活用者に応じたデータハ

ンドリング教育等について検討した。 

 病院には詳細なデータが存在するもの

の、縦断的なレセプトデータとの連結はこ

れまで困難であった。しかし、次世代医療

基盤法により、病院由来のデータと NDBと

の個人単位での突合が可能になった。同法

に基づきデータ提供を開始した琉球大学の

研究協力者と共同で、データと今後の人材

育成の方法について検討を進めた。 

 

 

Ｃ．研究結果 

１．ビッグデータ研究実践能力およびデー

タハンドリング技術養成プログラムの実践

（東京大学） 

１．人材育成プログラム 
2025 年度においては、SQL のコンテンツ改

良、およびデータマネジメントに関するセ

ミナーの改良プログラム開発を行った。 

(1)SQL のコンテンツ改良 

SQLのコンテンツにおいては、リアルワール

ドデータの基本概念からデータベースの仕

組み、SQL Server の導入、主要構文の理解、

さらに横断研究・コホート研究・薬剤疫学

研究ごとの具体的なクエリ作成まで段階に

応じて、前掲の教本に沿って実践できるプ

ログラムを開発中である。その主要なコン

テンツは下記の通りである。 

 

NDB/DPC 等人材育成セミナー 

SQL セミナー（初級・中級編） 2026 年度

版・概要 

１．レセプトデータ 

1.1 レセプトデータの構造 

1.2 収集元別レセプトデータの概要 

1.3 レセプトデータの妥当性 

1.4 レセプトデータの欠測 

2. SQL の概略 

2.1 リアルワールドデータ研究におけ

る SQLの立ち位置 

2.2 データとデータベース 

2.3 データベースの構造としてのリレ

ーショナルデータベース 

2.4 リレーショナルデータベース管理

システムとクライアントツール 

2.5 SQL SERVER とそのクライアントツ

ールのインストール 

2.6 SQL SERVER を用いたデータの取り

込み 

3．SQLの基本構文 

3.1 基本的な SQLの知識  

3.2  SQLの基本コマンド 

3.3 テーブル作成演習 

4．横断研究のための SQL構文 

4.1 リサーチクエスチョンからのクエ

リ作成計画の策定 

4.2 実際のクエリ作成 

5 コホート研究のための SQL構文 

5.1 リサーチクエスチョンからのクエリ

作成計画の策定 

5.2 実際のクエリ作成 
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6 薬剤疫学研究のための SQL構文 

6.1 リサーチクエスチョンからのクエ

リ作成計画の策定 

6.2 実際のクエリ作成 

なお、SQL（上級編）は 2024 年度版をベー

スに、Webで完結できる演習を追加した改良

版をを作成し、2026年度にコンテンツを完

成させる見込みである。 

 

(2)データマネジメントに関するセミナー 

コンテンツには以下を含めた。 

(i)臨床疫学研究に関連する情報管理 

情 報 管 理 に 必 要 な CIA 、 す な わ ち

Confidentiality (守秘性、機密性）、

Integrity (完全性)、Availability (可用

性)の概念を理解し、研究のアウトプットの

長期的最大化を目指して可用性を損なわな

いように守秘性と完全性を高める情報管理

の方法を学ぶ。 

(ii)標準データセットの抽出プロセス 

システム構築、ユーザー認証、データのバ

ックアップ、などについて学ぶ。 

実際の事例に基づいて、データベースから

のデータ抽出のプロセスを学ぶ。 

(iii)データセット抽出プロセスの設計 

データの個人レベルでの時系列化、データ

ハンドリングプロセスの標準化、クエリ設

計、解析単位の整理、デザインダイアグラ

ム、マスター整備、等について学ぶ。 
 

２．大規模データベース研究の実践 

過去の受講生のうち希望者に対して実際の

研究計画やデータ分析の支援を行い、論文

執筆等につなげた。 

研究代表者と各分担者はそれぞれの施設に

おいて多数の研究協力者を率い、人材育成

プログラムのノウハウを生かして、NDBデー

タ、介護データ、DPCデータ等を用いた研究

を継続的に実施し、2024年の 121編、2024

年の 113編につづいて、2025 年に 110編の

研究論文を出版した。 

 

２．NDB データ研究の実践と人材育成プロ

グラム開発・検証（京都大学） 

KUEP-DHI では大学院生という立場に依

らず、企業の勤務者等、社会人を想定して

次の 2 種類のインテンシブコースを提供し

ている。 

 

（１）DHIEP Program（ディープ プログラ

ム. 責任者: 奥野恭史・京都大学大学院医学

研究科ビッグデータ医科学教授） Data-

driven Healthcare Innovation Evangelist 

Promotion Program 分析だけを請け負う従来

型データサイエンティストではなく、ライ

フサイエンス・ヘルスケア領域に深い造詣

を有し、社会変革を実現しうる人材育成を

目指すプログラム。対象は医療データの利

活用を志す個人であり、個人参加、登録等

も個人で行う。出願資格は大卒資格を有す

る者で、ライフサイエンス・IT 関連企業に

所属する者及び今後当該領域に参入を検討

している者、医療従事者、地方自治体職

員、規制当局関係者、大学院生など定員は

20 名。カリキュラムの修業期間は半年間で

あり、大きく経営・社会変革、医学・生命
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科学、情報・データサイエンスの 3 領域で

基礎知識を e-learning で学び、必修科目 45

時間（プレゼンテーション・コミュニケー

ション、環境・市場理解、ビジネスモデリ

ング、デザインシンキング、チェンジマネ

ジメント、医療情報倫理学、バイオインフ

ォマティクス、可視化、AI・機械学習な

ど）、選択科目 21 時間（ゲノム医療、IT 創

薬、ライフサイエンスデータベース、時系

列分析、テキストマイニング、ベイジアン

ネットワーク等）、実習（必修）20 時間（医

療データから患者を層別化し、診断アプロ

ーチを提案、既存データベースを活用して

分子標的探索を行い現状プロセスの改善点

を提案、電子カルテの副作用情報を用いた

ドラッグリポジショニングの探索、ライフ

ログと医療データを用いた生活の中からの

医療シーズの発見等）で構成されている。

修了要件は、合計 60 時間以上の履修と各科

目評価での合格（修了要件を満たせば、履

修証明書が授与される）。受講料は社会人が

50 万円（税抜）、大学官公庁等の職員と大学

院生は無料である。 

 

（２）医療データ人材育成拠点形成事業ビ

ジネス特化型インテンシブコース Kansai 

Union / Kyoto University Education Program for 

Digital Health Innovation directly on themes of 

business (KUEP-DHI dot.b. 運営委員長：中山

健夫・京都大学大学院医学研究科社会健康

医学系専攻健康情報学教授)：民間（企業）

のニーズを踏まえつつ、医療データの活用

に造詣のある人材を育成していくことを目

的とするプログラム。対象は医療データ利

活用に造詣のあるスタッフを確保したい企

業であり、個人参加ではあるが、契約は企

業－大学間で締結する。 

育成する人材像は参加者が所定のプログ

ラムを終えられた後には、各企業に戻り、

医療データを企業内で有効かつ安全に利用

する方針を立案したり、使用できるデータ

を適切に活用したりすることで有用な商品

やビジネス等の開発に繋げ、社会に貢献で

きる人材を想定。到達目標は次の通りであ

る。 

・医療データを活用するための知識を系統

立てて理解し、応用できる。 

・医療データの活用に必要な現場感覚をも

とに、医療データを分析して結果を解釈で

きる。 

プログラムの内容は、dot.b 独自の講義、

大学院の既存科目については科目等履修制

度の活用、文献抄読、分析実習、臨床講

義・実習、グループ演習で構成されてい

る。分析実習では NDB オープンデータ等を

用いた R、SQL 等の利用、グループ演習で

は、NDB 申出の練習や実際の NDB サンプ

リングデータセットを用いた分析を実施し

ている。また臨床講義・実習では、電子カ

ルテ入力体験により、電子カルテの自習環

境の操作、電子カルテのインターフェイス

の理解、予め提示された模擬患者に対し、

医師になったつもりでのカルテ記入等を通

して、入力されるデータの背景とリアリテ

ィを実感できる機会を提供している。グル

ープ演習では、EBM の PECO（patient, 
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exposure, comparison, outcome）形式を学び、

構造化された研究計画を立ててデータを抽

出し分析するという、データベース研究の

一連のプロセスを提供している。dot.b プロ

グラムは、参加者個人と契約を行うのでは

なく、まず本プログラムの趣旨に賛同する

企業を募り、大学と有償の共同研究契約を

締結する。そして各企業内で参加の該当者

を選定し、プログラムに派遣する。参加者

は京都大学と各企業の共同研究のプロジェ

クト研究員として、プログラム参加期間中

は、京都大学での立場を持つことができ、

京都大学の各種リソースを一定の条件で利

用できる。 

コースは 2020 年度から開始され、2020 年

度には 6 社・9 名、2021 年度は 3 社・4 名、

2022 年度は 7 社・8 名が参加した。2023 年度

はコースを実施せず、過去 3 年間を総括する

とともに、コースで得られた知見について、

日本薬剤疫学会 (2023 年 11 月) 、医療情報学

連合大会 (2023 年 11 月) 、21 世紀 先端医療

コンソーシアム 医療マネジメント部会 特別

プログラム (2023 年 1〜3 月) にて報告した。

2024 年度は 3 社、3 名が参加した。 

2025 年は 3 社 4 名が参加し、前年度に引き

続きオンデマンド動画を活用した実質的な

コース期間短縮を継続し、病院見学や実習・

演習の分量を維持したこともあり、参加者の

満足度は保たれていた。加えて、参加団体の

うちのひとつであり、自前で保有する大規模

医療データの活用が課題となっている社会

保険診療報酬支払基金 (以下、支払基金) と

何度かコンテンツについての意見交換を行

い、有用性が高いと思われる事項について複

数回の出張講義を行った。出張講義では、医

療現場から生み出される各種データの有用

性や、”データの綾”について、より多くの職

員が理解を深める機会を提供することがで

きた。2026 年度は今年度の実績をもとに、出

張形式での講義を充実させる予定である。 

さらに、支払基金と同様に自前で保有する

大規模医療データを保有し、その活用を課題

としている全国健康保険協会 (協会けんぽ) 

と国民健康保険中央会とも意見交換する機

会があり、前述の出張講義の内容の一部を各

団体のニーズに合わせて改変し、各団体でデ

ータヘルスを担当する多くの職員に向けて

講義を行った。講義の内容は、支払基金への

出張講義の内容をもとに、より汎用性のある

内容とした。 

 

 

 

 

３．医療・介護データ活用による研究・人

材育成（筑波大学） 

（１）国内学会発表 

大学院学生３人と助教１人が 2025年度第

84回日本公衆衛生学会学術総会（静岡）

にて、また医学部生１人が第 40回日本国

際保健医療学術総会（東京）にて発表し

た。 

(1) 妊娠期非産科手術と児有害事象との関

連〜大規模レセプトデータベースによ

る観察研究～ 
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(2) 障害児等がいる世帯における経済的支

援を希望する世帯の実態 

(3) 本邦高齢者における薬剤と非椎体骨折

の関連：自己対照研究（ケースクロス

オーバー法） 

(4) 高血圧、脂質異常症、糖尿病治療の有

無と乳がん検診未受診との関連 

(5) 全国二次医療圏別にみた外国人患者受

け入れ医療機関の地域偏在 

 

（２）教育的論文 

本研究協力者である岩上将夫が日本腎臓学

会 の 英 文 誌 Clinical Experimental 

Nephrology において、若手が臨床疫学研究

を行う時の手引きとして、以下の論文を執

筆し公表された。 

Review series: Methodological tutorial 

for clinical kidney research using real-

world data, Review no. 3: handling of 

longitudinal creatinine data to define 

acute kidney injury 

このように、本研究班の重要な目的の 1 つ

である「後進の育成」に関する活動の一環

として、筑波大学の若手に限らず、日本全

国を対象にした啓蒙教育活動に関わること

ができた。 

 

４．NDB をはじめとする医療ビッグデータ

を利活用できる人材の裾野を広げるための

研究（自治医科大学） 

(1) 臨床疫学研究 

 教育プログラムを自治医科大学において

大学院生、客員研究員および共同研究者に

提供するとともに、VPN環境を強化して東京

大学と共同で研究を行った。この相互作用

により、多数の研究者により研究計画の立

案から論文発表までが行われた。各研究の

報告状況は「G. 研究発表」に示すとおりで

ある。 

 

(2) 地域医療分析 

 栃木県医療政策課の職員と共同で様々な

データ分析を行った。例を以下に示す。 

① 入院患者に対する医療資源投入量と在

院日数から見る医療機関の機能（DPCデ

ータ） 

② 入院医療の需要に関する将来推計（DPC

データ） 

③ 在宅医療・介護を受けている患者の入

院の状況（医療・介護レセプトデータ） 

 上記の分析にあたっては、令和 6 年度ま

でと同様に Microsoft Excel 形式の汎用性

の高い中間テーブルを作成するとともに、

ビジネスインテリジェンスツール Tableau

を活用し、自治体職員が自身で必要な分析

と可視化を行うことを実現した。また、今

年度は複数の若手研究者をチームに加えて

共同で分析を行うことにより、分析数の増

加が実現した。 

 一方、この取り組みを進める上で、令和 6

年度までのものに加えて新たな課題も明ら

かになった。例を以下に示す。 

 Excel 形式の中間テーブルを用いた分

析は、経験が浅い者でも分析が可能で

ある一方で、分析の自由度が限られて

いる。個票データを自治体職員も扱え
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るような人材育成も必要である。 

 臨床疫学研究と医療政策のための分析

は質的に異なる場合があり、前者に慣

れた研究者であっても後者を行うのは

必ずしも容易ではない。 

 分析を行うことに加え、医療政策の立

案に関連する複数のステークホルダー

に対して結果を効果的に提示すること

が求められる。 

 

(3) 自治体データの検討 

 栃木県に関して、県内全市町の 2015年か

ら 2025 年までの国民健康保険および後期

高齢者医療制度の医療レセプトデータ、介

護レセプトデータならびに KDB データを入

手し、既存のデータ（2019年～2023年）を

更新した。加えて、佐賀県についても県内

全市町の協力を得て、2018 年から 2025 年

までの期間で栃木県と同様のデータを入手

した。なお栃木県に関しては、2024年から

新たに電子化された医療保険を用いた訪問

看護のレセプトデータを含む。また、栃木

県内全対象施設からの DPC データも年度を

追加した。 

 加えて、佐賀県におけるデータ収集のた

めの自治体関係者との協議の中で、医療ビ

ッグデータの新たな利活用者として市町に

勤務する保健師が指摘された。 

 

(4) 病院データの検討 

 国立病院機構の複数の一般病院に勤務す

る研究者と検討を行った結果、下記の２テ

ーマより研究を実施することとし、同機構

の診療情報データベース利活用審査委員会

に申請を行い承認された。 

 肝臓癌の疫学と治療実態及び各種治療

に応じた予後の検討 

 敗血症に対する診療パターンの分析並

びに起因菌、治療法及び予後の検討 

承認を受けてデータ利活用を開始するとと

もに、多施設の研究者が遠隔で学べる E-ラ

ーニングの機会を提供するなど、教育プロ

グラムの適用を開始した。 

 一方、琉球大学とは次世代医療基盤法に

基づく NDB との連結解析を検討し、病院の

データに加えて自治体の保有する乳幼児健

診等のデータとの連結を想定して小児科領

域を中心に研究を推進していくこととした。

また同大学病院に勤務する臨床医およびコ

メディカルスタッフに対してリアルワール

ドデータ研究を指導するコースを令和 8 年

度から設置することとし、その支援を継続

的に行う方針となった。 

 なお、病院から得られるデータは既存の

DPC データやレセプトデータと比べ非常に

複雑な構造であり、特に一般病院に勤務す

る臨床医にとってはデータハンドリングが

困難であることが課題として挙げられた。 

  

Ｄ．考察 

１．ビッグデータ研究実践能力およびデー

タハンドリング技術養成プログラムの実践

（東京大学） 

2023年度に開発した研究実践能力養成プロ

グラムを、2024年度に日本臨床疫学会の協

力のもとで実践し、評価を行った。受講生
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によるアンケート評価結果に基づき、2025

年度においては、SQLのコンテンツ改良、お

よびデータマネジメントに関するセミナー

の改良プログラム開発に取り組んだ。 

本研究班の研究協力者 2 名が中心となり、

SQLの教本を作成し、それにも続いて基礎編

と中級編の教育プログラムのコンテンツを

作成中である。2026年以降にリリースする

予定である。 

データマネジメントに関するセミナーにつ

いては、臨床疫学研究に関連する情報管理

の実際、大規模データベースから目的にあ

った標準データセットを抽出するプロセス

の設計について学ぶプログラムを新たに開

発した。 

これらのコンテンツは、本研究の後継研究

において、他のプログラムとともにさらに

改良を加え、新規の「NDB・DPC等データベ

ース研究人材育成セミナー」として開講す

る予定である。 

大規模データベース研究については、継続

的に実践できている。2021年以降は毎年100

編以上を継続できており、本研究の人材育

成プログラムの効果を示すものである。 

 
２．NDB データ研究の実践と人材育成プロ

グラム開発・検証（京都大学） 

「関西広域・医療データ人材育成拠点形

成事業」における 2 種類の社会人向けイン

テンシブコースの経験から、データサイエ

ンスの人材育成に関するいくつかの知見を

得た。下記に抜粋して記述する。 

・医療者でない参加者の場合、医療データ

以前の「医療そのもの」への距離感が大き

いため、プログラム提供に当たっては、そ

のギャップを十分意識することが必要。 

・NDB 等の実際のデータに触れることは学

習者のモチベーションを大きく高め得る。 

・「公益性のある研究」として NDB 申出書

を書くことの意義を体感することは大いに

重要。 

・医師の診断プロセスや、電子カルテ入力

体験を通じた、「データが絶対とは限らな

い」「バリデーションが重要」という感覚の

共有はきわめて重要。 

・レセプトでの傷病名同定における投薬や

処置の情報を理解することの重要性。 

・医療の場で入力されている情報が必ずし

も正確かつ網羅的とは言えないことの実

感。 

・模擬的なデータ分析体験を通じた、臨床

研究への意識の高まり。 

・「企業が求める人材育成」と「大学教育が

想定する人材育成」の違いの認識。 

・受講者ニーズと提供するコンテンツとの

マッチングの重要性。 

・人材育成プログラムに参加することで、

その者が通常業務に就いていたことで得ら

れたはずの派遣元への利益を上回る貢献を

派遣元にもたらす可能性を、できる限り可

視化することの重要性。 

・人材育成プログラムに参加した者が、派

遣元に戻った後も継続的に医療データサイ

エンティストとして活躍できるために、医

療データに関連する具体的な研究事業が派

遣元に存在することの重要性。 
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・少人数を対象とした数ヶ月にわたる集中

的な教育コースだけでなく、多人数を対象

とした短期コースにより、各団体のニーズ

に合わせた内容をピンポイントで提供する

ことの重要性。 

 

引き続き、より良いデータサイエンス人材

育成の在り方、方向性を探っていきたい。 

 

３．医療・介護データ活用による研究・人材

育成（筑波大学） 

本研究分担を通じて、医療・介護ビッグデ

ータ研究の後進の育成実績およびそのノウ

ハウが順調に蓄積されている。これは、今

後の医療人材のあるべき方向にも沿ったも

のであり、かつ学生や若手自身が自ら意欲

的に取り組める内容でもあり、適切な指導

により高い成果につなげられることが示唆

された。 

今後、以上の経験を生かし、それぞれの分

野やレベルの違いに応じた医療・介護ビッ

グデータ人材教育の最適な方法論について

まとめていくことが必要であると考える。 

 

４．NDB をはじめとする医療ビッグデータ

を利活用できる人材の裾野を広げるための

研究（自治医科大学） 

 令和 7 年度の本研究では、医療ビッグデ

ータを利活用できる人材の裾野を更に広げ

るにあたり、研究者や自治体職員を対象と

して教育を実施して分析を行うとともに、

各種データの整備を進め、更なる利活用の

ための検討を行った。 

 当センターで行う研究の計画立案に際し

ては、研究分担者が個別に各利活用者に対

して直接指導を行っている。加えて、令和 6

年度までにこれらの指導内容を体系化した

教育プログラムを開発し、研究者に加えて

自治体職員にも提供してきた。令和 7 年度

はこれらを活用し、臨床疫学研究と地域医

療分析を進めるとともに、若手研究者の地

域医療分析への参画により更なる人材育成

を実施した。ビッグデータ分析を介して、

臨床疫学研究と地域医療政策の両者に通じ

た研究者の育成を実現したが、両者の違い

による課題も明らかとなった。 

 令和 7 年度は、既存のデータの利活用に

加えて様々なデータの取得とデータベース

整備も継続して実施した。自治体データで

は複数県の長期間のデータを入手するとと

もに、新たな種類のデータも加えて今後の

活用の幅が広がった。また、新たな利活用

者も想定された。同様に病院データの利活

用に関しても、これまで以上に複雑なデー

タの分析を多施設・遠隔で進める必要性が

生じた。新たなデータと利活用者を加え、

これらに対応して教育プログラムを改善し

続けることが重要と考えらえる。 

 

Ｅ．結論 

本研究は、厚生労働省が進める NDB 等デ

ータベースの高度利活用に直接反映される

研究である。近年、保健医療介護データベ

ースのインフラ整備が進められている。そ

れらのインフラを活用できる人材の育成に

さらに貢献し、現在整備中の統合データベ
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ースの稼働の際には全省的な政策課題に関

する研究・知見の提供にも貢献できる。さ

らに、日常臨床のクリニカル・クエスチョ

ンをデータベース活用により解明する研究

実践能力を持つ研究者を多数育成し、デー

タハンドリング技術と臨床研究実践能力の

両方に長けた人材も多数育成することによ

り、わが国の大規模データベース研究の進

歩を加速できる。わが国の大規模データベ

ース研究の技術水準を世界トップレベルに

向上させ、わが国発のエビデンスを量産で

きることが期待される。 

また、様々な利活用者と目的に合わせて教

育プログラムの改良を検討し、今後求めら

れる新規データの検討と更なる利活用のた

めの基盤を強化する必要がある 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

（各分担研究報告書に記載） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

なし 

 3.その他 

なし 
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厚生労働行政推進調査事業補助金 

政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究 

 

ビッグデータ研究実践能力およびデータハンドリング技術養成プログラムの実践 

 

研究代表者 康永秀生 東京大学大学院医学系研究科臨床疫学・経済学 教授 

 

研究要旨： NDB・DPC 等の大規模データ解析に精通した研究者を育成することは急務
である。2024 年度（令和６年度）に実施した「NDB・DPC 等データベース研究人材育
成セミナー」の評価に基づき、2025 年度（令和７年度）には、特に SQL のハンズオ
ンセミナーによる教育プログラムの検討、およびデータマネジメントに関するセミナ
ーの改良プログラムを開発した。 

さらに、人材育成セミナーでの教育を活かして、多数の研究者によるデータベース研
究を推進し、2025 年は英文原著論文が 110 編出版された。 

日常臨床のクリニカル・クエスチョンをデータベース活用により解明する研究実践能
力を持つ研究者を多数育成し、データハンドリング技術と臨床研究実践能力の両方に
長けた人材も多数育成することにより、わが国の大規模データベース研究の進歩を加
速できる。 

 

Ａ．研究目的 

近年、保健医療介護のリアルワールドデ
ータを収集した大規模データベース研究
が拡大している。 

平成 23年度から「レセプト情報・特定健
診等情報データベース（令和５年から匿
名医療保険等関連情報データベースと呼
称）」（以下、NDB）の研究者への第三者
提供が始まり、令和元年度から NDB オン
サイトリサーチセンター（以下、ORC）
が一般開放された。令和２年度から第三
者提供が法制化され、民間事業者等への
提供も可能となった。令和３年度には提

供情報の範囲が拡大され、さらにNDBの
リプレース及び NDB データ等をクラウ
ド上で解析できる「医療・介護データ等解
析基盤」（以下、HIC）の開発が進められ
た。令和４年度から ORC のクラウド化、
HIC の試行的利用が開始された。このよ
うに、保健医療介護データベース研究の
素地は整いつつある。 

NDB 等のデータベースの利活用を推進
する上で、保健医療介護の実態を理解し、
なおかつデータ解析に精通した研究者を
育成することは喫緊の課題である。その
ために、臨床医学・疫学・統計学の知識に



16 
 

加えて、データベースに関連する知識や
技能の教育が必須である。 

データベース研究に精通した研究者は、
本研究班のこれまでの取り組みによって
徐々に増加している。また、医学系研究者
を中心に NDB 利用者は徐々に増加しつ
つある。しかし、民間事業者などの NDB
利用はいまだ極めて限定的である。NDB
利用者の裾野を広げるための人材育成が
引き続き求められている。 

先行研究にて開発された人材育成プログ
ラムを2023年度（令和5年度）に改良し、
「NDB・DPC等データベース研究人材育
成Webinar（初級・中級者向け）」を新規
に開発した。医学研究者のみならず民間事
業者などを対象とするプログラムも追加
した。これらを用いて、2024度（令和６年
度）にはセミナーをWebで実施し、参加者
によるプログラム評価も実施した。 
2025年度（令和７年度）には、2024年度
（令和６年度）の評価結果を参考に、特に
SQLのハンズオンセミナーによる教育プ
ログラムの検討、およびデータマネジメン
トに関するセミナーの改良プログラムを
開発した。 
さらに、人材育成セミナーでの教育を活か
して、多数の研究者によるデータベース研
究を推進し、これまで通り論文実績を積み
重ねた。 
 

Ｂ．研究方法 

■研究計画を遂行するための研究体制 

康永は東京大学の ORC、中山は京都大学
の ORC の運営を担当している。康永は
NDB・DPC 等、中山は NDB データ等、
田宮は介護データ等、山名は自治体レセ
プトデータ等の研究実績が豊富である。
研究代表者・分担者全員が疫学・統計調査
の専門家である。研究代表者・分担者等の
役割について、人材育成プログラムの開
発・実践には、研究代表者を中心として全
ての研究者がコミットする。人材育成プ
ログラムの成果を生かした大規模データ
研究は、各研究者の所属する大学におい
てそれぞれ実践する。 
疫学・統計学・医療情報学等の社会医学系
研究者のみならず、臨床医学、健康科学・
看護学などの研究者も加えて、総勢約 250
名が研究協力者として参画した。研究班
メンバーが若手研究者を直接指導し、そ
こで日夜培われ開発される個別技術（デ
ータハンドリング技術、観察研究におけ
る統計解析技術など）を体系化・一般化し、
既存の知識と合わせた、種々のビッグデ
ータに応用可能な教育プログラムを開発
し、それらを常に最新の内容にアップデ
ートしてきた。 
研究代表者はこれまで多くの臨床家との
共同研究を行っており、ビッグデータか
らエビデンスを産み出す恒常的なサイク
ルを回し、英文原著論文を量産する体制
を築いてきた。 
 
１．人材育成プログラム 
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先行研究において開発した人材育成プロ
グラムをベースに、新たに開発した
「NDB・DPC等データベース研究人材育
成セミナー」を 2024 年度（令和６年度）
に実施した。これには、ビッグデータ研究
実践能力養成プログラムおよびビッグデ
ータハンドリング技術養成プログラムが
含まれる。 
ウェビナーの録画は、厚生労働省のホー
ムページにて 2025年度（令和７年度）に
公開し、オンデマンド配信した。 
2024年度（令和６年度）に実施した講義
のテーマは以下の通り。 
①NDB・DPC等公的データベースの動向 
②NDB のデータ申請とオンサイトセン
ターの利用 
③NDB研究のデザインと実践 
④DPCデータ研究のデザインと実践 
⑤DeSC データ研究のデザインと実践 
⑥JMDC データ研究のデザインと実践 
⑦疫学・統計の応用(1)傾向スコア分析の
応用 
⑧疫学・統計の応用(2)操作変数法,差の差
分析,回帰分断デザイン 
⑨疫学・統計の応用(3)多重代入法 
⑩疫学・統計の応用(4)薬剤疫学研究のデ
ザイン 
⑪民間企業によるリアルワールドデータ
利活用 
⑫自治体によるリアルワールドデータ利
活用 
⑬疫学・統計の応用(5)自己対照研究デザ

イン 
⑭疫学・統計の応用(6)時間依存性交絡 
⑮疫学・統計の応用(7)機械学習・深層学
習 
⑰SQL の活用：基礎編 
⑱SQL の活用：中級編 
⑲SQL の活用：上級編 
2024年度に併せて実施したプログラム評
価において、①－⑮のコンテンツについ
ては概ね高評価を得られたものの、SQL
に関しては講義のみでは理解が十分に達
成できないとの意見が散見された。また、
データマネジメントに関する講義が不足
していた。これらを受けて、2025年度に
おいては、SQL のコンテンツ改良、およ
びデータマネジメントに関するセミナー
の改良プログラム開発に取り組んだ。 
(1)SQLのコンテンツ改良 

NDB は膨大で複雑な構造をもつデータ
から成り立っており、臨床疫学研究に活
用するには、リレーショナルデータベー
スを自在に扱うための言語であるSQLの
理解が欠かせない。しかし、多くの SQL
解説書は技術者向けであり、医療データ
特有の構造や研究設計に寄り添ったもの
はほとんどない。そこで、本研究班の研究
協力者である岡田啓および大野幸子が中
心となり、NDB をはじめとするデータベ
ースの研究利用に特化したSQLの技術を
整理し、その内容を一冊の教本にまとめ
て上梓した（超入門! リアルワールドデー
タ×SQL×臨床研究分析: サンプルデー
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タとスクリプトでらくらくマスター. 康
永秀生 (監修), 大野幸子 (著), 岡田啓 
(著). 金芳堂. 2026/4/3刊行）。 

 

(2)データマネジメントに関するセミナ
ー 
臨床疫学研究に関連する情報管理の実際
を学ぶとともに、大規模データベースか
ら目的にあった標準データセットを抽出
するプロセスを理解し、それを新たに設
計することを習得するセミナーを開発し
た。 
 

２．大規模データベース研究の実践 

先行研究における人材育成プログラム受
講者をはじめ、多施設から多くの研究者
と共同研究体制を構築し、NDB,DPC 等
のデータベースを用いた臨床研究、疫学
研究、医療経済・政策研究、ヘルスサービ
スリサーチを継続的に実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

１．人材育成プログラム 
2023年度に開発した研究実践能力養成プ
ログラムを、2024 年度に日本臨床疫学会
の協力のもとで実践し、評価を行った。具
体的には、2024 年 9 月 25 日（水）－9月
27 日（金）にオンラインによる参加型講
義（３日間、50分×18コマ）を行い、受
講後の理解度および満足度調査を行った。
参加者は 843 名であり、アカデミアが
46%、企業に所属する者が 32%、その他

が 22%であった。全体の満足度は 89.7%
であった。 
2025 年度においては、SQL のコンテンツ改

良、およびデータマネジメントに関するセ

ミナーの改良プログラム開発を行った。 

(1)SQL のコンテンツ改良 
SQL のコンテンツにおいては、リアルワ
ールドデータの基本概念からデータベー
スの仕組み、SQL Server の導入、主要構
文の理解、さらに横断研究・コホート研
究・薬剤疫学研究ごとの具体的なクエリ
作成まで段階に応じて、前掲の教本に沿
って実践できるプログラムを開発中であ
る。その主要なコンテンツは下記の通り
である。 

 

NDB/DPC 等人材育成セミナー 

SQL セミナー（初級・中級編） 2026 年度

版・概要 

１．レセプトデータ 

1.1 レセプトデータの構造 

1.2 収集元別レセプトデータの概要 

1.3 レセプトデータの妥当性 

1.4 レセプトデータの欠測 

2. SQLの概略 

2.1 リアルワールドデータ研究における

SQL の立ち位置 

2.2 データとデータベース 

2.3 データベースの構造としてのリレー

ショナルデータベース 

2.4 リレーショナルデータベース管理シ

ステムとクライアントツール 
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2.5 SQL SERVERとそのクライアントツ

ールのインストール 

2.6 SQL SERVERを用いたデータの取り

込み 

3．SQLの基本構文 

3.1 基本的な SQLの知識  

3.2  SQLの基本コマンド 

3.3 テーブル作成演習 

4．横断研究のための SQL 構文 

4.1 リサーチクエスチョンからのクエリ

作成計画の策定 

4.2 実際のクエリ作成 

5 コホート研究のための SQL 構文 

5.1 リサーチクエスチョンからのクエリ

作成計画の策定 

5.2 実際のクエリ作成 

6 薬剤疫学研究のための SQL 構文 

6.1 リサーチクエスチョンからのクエリ

作成計画の策定 

6.2 実際のクエリ作成 

なお、SQL（上級編）は 2024年度版をベ
ースに、Web で完結できる演習を追加し
た改良版を（資料 1）を作成し、2026 年
度にコンテンツを完成させる見込みであ
る。 
 
(2)データマネジメントに関するセミナ
ー 
コンテンツには以下を含めた。（資料 2） 
(i)臨床疫学研究に関連する情報管理 
情報管理に必要な CIA、すなわち
Confidentiality (守秘性、機密性）、

Integrity (完全性)、Availability (可用性)
の概念を理解し、研究のアウトプットの
長期的最大化を目指して可用性を損なわ
ないように守秘性と完全性を高める情報
管理の方法を学ぶ。 
(ii)標準データセットの抽出プロセス 
システム構築、ユーザー認証、データのバ
ックアップ、などについて学ぶ。 
実際の事例に基づいて、データベースか
らのデータ抽出のプロセスを学ぶ。 
(iii)データセット抽出プロセスの設計 
データの個人レベルでの時系列化、デー
タハンドリングプロセスの標準化、クエ
リ設計、解析単位の整理、デザインダイア
グラム、マスター整備、等について学ぶ。 
 

２．大規模データベース研究の実践 

過去の受講生のうち希望者に対して実際
の研究計画やデータ分析の支援を行い、
論文執筆等につなげた。 
研究代表者と各分担者はそれぞれの施設
において多数の研究協力者を率い、人材
育成プログラムのノウハウを生かして、
NDB データ、介護データ、DPC データ
等を用いた研究を継続的に実施し、2024
年の 121 編、2024 年の 113 編につづい
て、2025年に 110 編の研究論文を出版し
た。その一覧は下記の「G.研究発表」に示
す。 
本報告ではこのうち NDB を用いた最近
の代表的な研究[論文番号 39]の内容を記
述する。ガバペンチノイドと慢性閉塞性肺
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疾患の増悪リスク：NDBを用いた研究 

【背景】 
慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者に対する
ガバペンチノイド系薬剤の効果に関する
データは乏しいが、米国食品医薬品局
（FDA）は、特に呼吸器系の危険因子を有
する患者に対して、これらの薬剤に関す
る安全性の警告を発している。 
【目的】 
ガバペンチノイド系薬剤の使用が、全身
性コルチコステロイドを必要とする
COPD の増悪の増加と関連しているかど
うかを調査すること。 
【方法】 
NDB を用いて、active-comparator new-
user design による後ろ向きコホート研究
を実施した。2015 年から 2022 年の間に
ガバペンチノイド系薬剤の投与を開始し
た、COPD および神経因性疼痛または慢
性疼痛を有する患者を特定した。2 つの
active-comparator new-user cohort を作
成した。1 つは三環系抗うつ薬群、もう 1
つはセロトニン・ノルアドレナリン再取
り込み阻害薬群である。患者の背景要因
については、傾向スコア・オーバーラップ
重み付けを用いてバランシングを行った。
主要評価項目は、全身性コルチコステロ
イドを必要とするCOPD増悪の初回発症
とした。ガバペンチノイドに関連するハ
ザード比（HR）は、重み付けコックス比
例ハザードモデルを用いて評価した。 
【結果】 

三環系抗うつ薬コホート（37,098 例）に
おいて、ガバペンチノイドは主要評価項
目の発生率上昇と関連していた（100人年
あたり 67.8 対 46.7；HR、1.21［95%信頼
区間、1.03-1.42］）。セロトニン・ノルアド
レナリン再取り込み阻害薬コホート
（48,480 名）においても、ガバペンチノ
イドは主要アウトカムの発生率上昇と関
連していた（100人年あたり 68.8対 51.4；
HR、1.18 [95%信頼区間、1.10-1.28]）。 
【結論】 
ガバペンチノイド系薬剤は、神経障害性
疼痛や慢性疼痛の治療において、同じ治
療段階にある他の中枢神経系に作用する
薬剤と比較して、COPD の増悪リスクを
高める可能性がある。したがって、その使
用は、明らかに有益な症例に限定すべき
である。 
 

Ｄ．考察 
2023年度に開発した研究実践能力養成プ
ログラムを、2024 年度に日本臨床疫学会
の協力のもとで実践し、評価を行った。受
講生によるアンケート評価結果に基づき、
2025年度においては、SQL のコンテンツ
改良、およびデータマネジメントに関す
るセミナーの改良プログラム開発に取り
組んだ。 
本研究班の研究協力者2名が中心となり、
SQL の教本を作成し、それにも続いて基
礎編と中級編の教育プログラムのコンテ
ンツを作成中であり、2026 年度以降にリ
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リース予定である。 
データマネジメントに関するセミナーに
ついては、臨床疫学研究に関連する情報
管理の実際、大規模データベースから目
的にあった標準データセットを抽出する
プロセスの設計について学ぶプログラム
を新たに開発した。 
これらのコンテンツは、本研究の後継研
究において、他のプログラムとともにさ
らに改良を加え、新規の「NDB・DPC等
データベース研究人材育成セミナー」と
して開講する予定である。 

大規模データベース研究については、継続
的に実践できている。2019年の約50編、
2020年の約70編、2021年の約100編、2022
年の117編、2023年の124編、2024年の113
編、2025年は110編の原著論文を出版した。
2021年以降は毎年100編以上を継続でき
ており、本研究の人材育成プログラムの効
果を示するものである。 

本研究は、わが国の大規模データベース研
究において不足している「人材育成」を最
重視し、大規模データベース研究のための
種々の技術を一般化し体系的なプログラ
ムを構築した上で、それらを多数の研究者
等に利活用してもらえるように社会実装
を試みる点が、既存研究にない独創的な点
である。 
NDB・HIC ばかりでなく、あらゆる保
健・医療・介護ビッグデータに対応でき
る人材育成を図ることにより、ビッグデ
ータのデータハンドリング、データベー

スマネージメント等に関する総合的な技
術を持つ人材を多数育成し、データ利用
者・研究者の裾野を広げることができ
る。 

 

Ｅ．結論 
本研究は、厚生労働省が進める NDB・
HIC 高度利活用に直接反映される研究で
ある。 
NDB・HIC ばかりでなく、あらゆる保
健・医療・介護ビッグデータに対応でき
る人材育成を図ることにより、ビッグデ
ータのデータハンドリング、データベー
スマネージメント等に関する総合的な技
術を持つ人材を多数育成し、データ利用
者・研究者の裾野を広げることができ
る。それにより、今後整備される種々の
保健・医療・介護統合データベースの本
格稼働の際には、全省的な政策課題に関
する研究・知見の提供にも貢献できる。 
さらに、日常臨床のクリニカル・クエス
チョンをデータベース活用により解明す
る研究実践能力を持つ研究者を多数育成
し、データハンドリング技術と臨床研究
実践能力の両方に長けた人材も多数育成
することにより、わが国の大規模データ
ベース研究の進歩を加速できる。わが国
の大規模データベース研究の技術水準を
世界トップレベルに向上させ、わが国発
のエビデンスを量産できることも期待さ
れる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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分担研究名  NDB データ研究の実践と人材育成プログラム開発・検証  

 

研究分担者  

中山  健夫   京都大学医学研究科  健康情報学分野教授  

 

研究協力者  

加藤  源太   同医学部附属病院診療報酬センター 

   ・病床運営管理部  部長／特定教授  

植嶋  大晃   同国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育  

   研究センター 特定講師  

齋藤  良行   京都大学医学研究科  健康情報学分野  研究員  

黒田  知宏   同医学部附属病院  医療情報企画部教授  

 

要旨  

 京都大学では、2019 年度より文部科学省が管轄する「関西広域・医療データ

人材育成拠点形成事業」を開始しており、主コースである修士課程追加履修コー

スのほかに、民間向けに展開する 2 つのインテンシブコースを併設している。この 2

つのコースは、講師やコンテンツに一部の重複はあるものの、それぞれに運用形式

や目指す方向性には相違があり、参加者が習得を目指すスキルも異なっていて、

1 期生、2 期生と回を重ねるごとに独自の展開を見せるようになってきている。 

 本課題ではアカデミアにおける研究者養成とは異なる形式での保健医療介護

ビッグデータ研究人材育成の可能性について課題と可能性について検討を進め

る。ここでは 2025 年度の活動の概況を報告する。

 

Ａ.目的  

大学院課程における研究者養成とは

異なる、企業の勤務者等社会人を対象

とする保健医療介護ビッグデータ研究

人材育成プログラムの可能性と課題を

検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

京都大学は 2019 年度より文部科学省

の助成を受け、関西広域の計 13 大学と

コンソーシアムを構築して「関西広域・医

療データ人材育成拠点形成事業

（Kansai Union / Kyoto University 

Education Program for Digital Health 

Innovation: KUEP-DHI. 責任者：黒田

知宏・京都大学医学部附属病院医療情

報企画部教授）」に取り組んでいる。本事

業は医療現場から大規模に収集される

多様なデータの利活用を推進し、質の高

い医療を実現するため、医療データの活

用基盤を構築・運営する人材、医療デー

タを利活用できる人材を育成することを目

指すものである。KUEP-DHI の根幹は、

大学院生（主に修士学生）を対象とした

「医療データ取扱専門家育成コース」で

あり、京都大学大学院医学研究科と同大

大学院情報学研究科に追加履修コース
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として設置されている。次世代医療基盤

法や保健医療データプラットフォームに

蓄積されるデータを活用し、医療データ

サイエンスの国際的牽引役を担えるよう

本邦の医療データサイエンスを発展させ

るために、医療データが生まれてから活

用されるまでの情報流の始点から終点ま

でを確実に支え、正しく統制できる人材を

育成することを目指している。 

本研究は同事業の一環として実施され

ている２つの社会人向けインテンシブコー

スの運営経験に基づく事例検討である。 

 

C．研究結果 

KUEP-DHI では大学院生という立場

に依らず、企業の勤務者等、社会人を想

定して次の 2 種類のインテンシブコース

を提供している。 

 

（１）DHIEP Program（ディープ プログラ

ム. 責任者: 奥野恭史・京都大学大学

院医学研究科ビッグデータ医科学教授） 

Data-driven Healthcare Innovation 

Evangelist Promotion Program 分析だ

けを請け負う従来型データサイエンティス

トではなく、ライフサイエンス・ヘルスケア

領域に深い造詣を有し、社会変革を実

現しうる人材育成を目指すプログラム。対

象は医療データの利活用を志す個人で

あり、個人参加、登録等も個人で行う。出

願資格は大卒資格を有する者で、ライフ

サイエンス・IT 関連企業に所属する者及

び今後当該領域に参入を検討している

者、医療従事者、地方自治体職員、規

制当局関係者、大学院生など定員は 20

名。カリキュラムの修業期間は半年間で

あり、大きく経営・社会変革、医学・生命

科学、情報・データサイエンスの 3 領域で

基礎知識を e-learning で学び、必修科

目 45 時間（プレゼンテーション・コミュニ

ケーション、環境・市場理解、ビジネスモ

デリング、デザインシンキング、チェンジマ

ネジメント、医療情報倫理学、バイオイン

フォマティクス、可視化、AI・機械学習な

ど）、選択科目 21 時間（ゲノム医療、IT

創薬、ライフサイエンスデータベース、時

系列分析、テキストマイニング、ベイジア

ンネットワーク等）、実習（必修）20 時間

（医療データから患者を層別化し、診断

アプローチを提案、既存データベースを

活用して分子標的探索を行い現状プロ

セスの改善点を提案、電子カルテの副作

用情報を用いたドラッグリポジショニング

の探索、ライフログと医療データを用いた

生活の中からの医療シーズの発見等）で

構成されている。修了要件は、合計 60

時間以上の履修と各科目評価での合格

（修了要件を満たせば、履修証明書が授

与される）。受講料は社会人が 50 万円

（税抜）、大学官公庁等の職員と大学院

生は無料である。 

 

（２）医療データ人材育成拠点形成事業

ビジネス特化型インテンシブコース 

Kansai Union / Kyoto University 

Education Program for Digital Health 

Innovation directly on themes of 

business (KUEP-DHI dot.b. 運営委員

長：中山健夫・京都大学大学院医学研

究科社会健康医学系専攻健康情報学

教授)：民間（企業）のニーズを踏まえつ

つ、医療データの活用に造詣のある人材

を育成していくことを目的とするプログラ

ム。対象は医療データ利活用に造詣のあ

るスタッフを確保したい企業であり、個人

参加ではあるが、契約は企業－大学間で

締結する。 

育成する人材像は参加者が所定のプ
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ログラムを終えられた後には、各企業に戻

り、医療データを企業内で有効かつ安全

に利用する方針を立案したり、使用できる

データを適切に活用したりすることで有用

な商品やビジネス等の開発に繋げ、社会

に貢献できる人材を想定。到達目標は次

の通りである。 

・医療データを活用するための知識を系

統立てて理解し、応用できる。 

・医療データの活用に必要な現場感覚を

もとに、医療データを分析して結果を解

釈できる。 

プログラムの内容は、dot.b 独自の講

義、大学院の既存科目については科目

等履修制度の活用、文献抄読、分析実

習、臨床講義・実習、グループ演習で構

成されている。分析実習では NDB オー

プンデータ等を用いた R、SQL 等の利

用、グループ演習では、NDB 申出の練

習や実際の NDB サンプリングデータセッ

トを用いた分析を実施している。また臨床

講義・実習では、電子カルテ入力体験に

より、電子カルテの自習環境の操作、電

子カルテのインターフェイスの理解、予め

提示された模擬患者に対し、医師になっ

たつもりでのカルテ記入等を通して、入力

されるデータの背景とリアリティを実感でき

る機会を提供している。グループ演習で

は、EBM の PECO（patient, exposure, 

comparison, outcome）形式を学び、構造

化された研究計画を立ててデータを抽出

し分析するという、データベース研究の一

連のプロセスを提供している。dot.b プロ

グラムは、参加者個人と契約を行うので

はなく、まず本プログラムの趣旨に賛同す

る企業を募り、大学と有償の共同研究契

約を締結する。そして各企業内で参加の

該当者を選定し、プログラムに派遣する。

参加者は京都大学と各企業の共同研究

のプロジェクト研究員として、プログラム参

加期間中は、京都大学での立場を持つ

ことができ、京都大学の各種リソースを一

定の条件で利用できる。 

コースは 2020 年度から開始され、2020

年度には 6 社・9 名、2021 年度は 3 社・4

名、2022 年度は 7 社・8 名が参加した。

2023 年度はコースを実施せず、過去 3 年

間を総括するとともに、コースで得られた

知見について、日本薬剤疫学会  (2023

年 11 月) 、医療情報学連合大会 (2023

年 11 月) 、21 世紀 先端医療コンソーシ

アム 医療マネジメント部会 特別プログラ

ム (2023年 1〜3月) にて報告した。2024

年度は 3 社、3 名が参加した。 

2025 年は 3 社 4 名が参加し、前年度

に引き続きオンデマンド動画を活用した

実質的なコース期間短縮を継続し、病院

見学や実習・演習の分量を維持したこと

もあり、参加者の満足度は保たれていた。

加えて、参加団体のうちのひとつであり、

自前で保有する大規模医療データの活

用が課題となっている社会保険診療報酬

支払基金  (以下、支払基金 ) と何度かコ

ンテンツについての意見交換を行い、有

用性が高いと思われる事項について複数

回の出張講義を行った。講義で用いたス

ライドの一部を図 1, 2 に示す。出張講義

では、医療現場から生み出される各種

データの有用性や、”データの綾”につい

て、より多くの職員が理解を深める機会を

提供することができた。2026 年度は今年

度の実績をもとに、出張形式での講義を

充実させる予定である。 

さらに、支払基金と同様に自前で保有

する大規模医療データを保有し、その活

用を課題としている全国健康保険協会  

(協会けんぽ) と国民健康保険中央会と

も意見交換する機会があり、前述の出張
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講義の内容の一部を各団体のニーズに

合わせて改変し、各団体でデータヘルス

を担当する多くの職員に向けて講義を

行った。講義の内容は、支払基金への出

張講義の内容をもとに、より汎用性のある

内容とした。 

 

Ｄ．考察 ＆ Ｅ．結論 

「関西広域・医療データ人材育成拠点

形成事業」における 2 種類の社会人向け

インテンシブコースの経験から、データサ

イエンスの人材育成に関するいくつかの

知見を得た。下記に抜粋して記述する。 

・医療者でない参加者の場合、医療デー

タ以前の「医療そのもの」への距離感が

大きいため、プログラム提供に当たって

は、そのギャップを十分意識することが必

要。 

・NDB 等の実際のデータに触れることは

学習者のモチベーションを大きく高め得

る。 

・「公益性のある研究」として NDB 申出書

を書くことの意義を体感することは大いに

重要。 

・医師の診断プロセスや、電子カルテ入

力体験を通じた、「データが絶対とは限ら

ない」「バリデーションが重要」という感覚

の共有はきわめて重要。 

・レセプトでの傷病名同定における投薬

や処置の情報を理解することの重要性。 

・医療の場で入力されている情報が必ず

しも正確かつ網羅的とは言えないことの

実感。 

・模擬的なデータ分析体験を通じた、臨

床研究への意識の高まり。 

・「企業が求める人材育成」と「大学教育

が想定する人材育成」の違いの認識。 

・受講者ニーズと提供するコンテンツとの

マッチングの重要性。 

・人材育成プログラムに参加することで、

その者が通常業務に就いていたことで得

られたはずの派遣元への利益を上回る貢

献を派遣元にもたらす可能性を、できる

限り可視化することの重要性。 

・人材育成プログラムに参加した者が、派

遣元に戻った後も継続的に医療データサ

イエンティストとして活躍できるために、医

療データに関連する具体的な研究事業

が派遣元に存在することの重要性。 

・少人数を対象とした数ヶ月にわたる集中

的な教育コースだけでなく、多人数を対

象とした短期コースにより、各団体のニー

ズに合わせた内容をピンポイントで提供

することの重要性。 

 

引き続き、より良いデータサイエンス人材

育成の在り方、方向性を探っていきたい。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

1: Shimamoto T, Tateyama Y, 

Kobayashi D, Yamamoto K, Nishioka N, 

Takahashi Y, Ueshima H, Sasaki K, 

Kiyohara K, Nakayama T, Iwami T. 

Observational Study on Actual Cancer 

Screening Participation and Outcomes 

Among Patients with Lung Cancer 

Based on Linkage of Cancer Registry 

and Kyoto City Integrated Database 

Data from 2014 to 2018. Int J Environ 

Res Public Health. 2025 Oct 

21;22(10):1595.  

2: Takahashi N, Takahashi Y, Murase 

K, Nagata K, Nakatani Y, Hamada S, 

Sunadome H, Togawa J, Hirai T, Chin 

K, Nakayama T, Sato S. Association 
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between nonrestorative sleep status and 

sleep apnea syndrome: A cross-

sectional and longitudinal study using 

health check-up and health insurance 

claims data in Japan. Respir Investig. 

2025 Sep;63(5):771-779. 

3: Takahashi N, Takahashi Y, Murase 

K, Nagata K, Nakatani Y, Hamada S, 

Sunadome H, Togawa J, Hirai T, Chin 

K, Nakayama T, Sato S. Associations 

among nonrestorative sleep status, 

sleep apnea syndrome, and major 

adverse cardiac and cerebrovascular 

events: health check-up and claims 

data in Japan. Sleep. 2026 Feb 

10;49(2):zsaf290.  

4: Tatsumoto M, Hirata K, Nakayama 

T, Yamato K, Nakamichi N, Inuyama L. 

Association between seasons with 

substantial atmospheric pressure 

change and migraine occurrence: a 

retrospective cohort study using 

Japanese claims data and meteorological 

data. Front Neurol. 2025 Sep 

10;16:1600822.  

5: Takeshima T, Nakayama T, Sano H, 

Koga N, Matsukawa M. Association of 

Migraine Comorbidities with Quality of 

Life, Work Productivity and Daily 

Activities: Survey and Medical Claims 

Data in Japan. Adv Ther. 2025 

Aug;42(8):3839-3860.  

6: Morimoto K, Moriwaki K, Nishikawa 

Y, Maeda T, Toyama M, Agatsuma N, 

Kojima S, Utsumi T, Takahashi Y, 

Shimozuma K, Nakayama T. 

Comparative Cost-Effectiveness 

Analysis of Multiple First-Line 

Treatments for HER2-Negative 

Unresectable Advanced or Recurrent 

Gastric Cancer in Japan. Pharmacoecon 

Open.  

7: Tabara Y, Shoji-Asahina A, Sato Y, 

Kawaguchi T, Nakayama T, Matsuda F. 

Prognostic Significance of the Estimated 

Small Dense Low-Density Lipoprotein 

Cholesterol Levels in Predicting the 

Incidence of Coronary Artery Disease: 

The Nagahama Study and Shizuoka 

Kokuho Database Study. J Atheroscler 

Thromb. 2026 Mar 6.  

8: Agatsuma N, Utsumi T, Inoue T, 

Tanaka Y, Nishikawa Y, Horimatsu T, 

Nakanishi Y, Nikaido M, Seta T, 

Hoshino N, Takahashi Y, Nakayama T, 

Seno H. Development and Validation of 

a Claims-Based Algorithm for 

Identifying Incident Colorectal Cancer 

and Determining Progression Phases. 

JCO Clin Cancer Inform. 2025 

Oct;9:e2500107. 

9: Ishikawa T, Kako A, Sato J, Hattori 

J, Yoshimoto H, Kitsuregawa M, Goda 

K, Takahashi Y, Nakayama T, 

Mitsutake N. Impact of the COVID-19 

pandemic on continuity of medical 

treatment for patients with chronic 

diseases in Japan: a retrospective 

cohort analysis. BMC Health Serv Res. 

2025 May 19;25(1):721.   

 

Ｈ．知的所有権の取得状況 

なし 
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図 1  支 払 基 金  出 張 講 演 ス ラ イ ド 1  

 

 

図 2  支 払 基 金  出 張 講 演 ス ラ イ ド 2  
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令和７年度厚生労働行政推進調査事業費補助金 
（政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業）） 

分担研究報告書 
 

医療・介護データ活用による研究・人材育成 
 

研究分担者 田宮菜奈子 筑波大学 医学医療系 ヘルスサービスリサーチ分野 教授 
研究協力者 岩上将夫  同 ヘルスサービスリサーチ分野/デジタルヘルス分野 教授 

  
研究要旨 
本研究分担班では、昨年度に引き続き、本年度も医療・介護保険レセプトデータや公的デ

ータなどの医療ビッグデータを用いた研究を推し進め、特に博士課程・研修医・若手教員を

対象にした人材育成に力を入れている。 
近年、地域医療や地域包括ケアシステムの教育の必要性が明記されるなど、医学教育にお

いても病院内での急性期医療のみでなく、退院後の社会的課題を含めた長期的視点が重要と

されている。本研究班により、その取り組みが加速でき、複数の学会発表等の成果をあげる

ことができた。 
具体的な学会発表の成果としては、当教室（筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ

分野）の学生３人および助教１人が2025年度第84回日本公衆衛生学会学術総会（静岡）に

て、それぞれ「妊娠期非産科手術と児有害事象との関連〜大規模レセプトデータベースによ

る観察研究～」、「障害児等がいる世帯における経済的支援を希望する世帯の実態」、「本

邦高齢者における薬剤と非椎体骨折の関連：自己対照研究（ケースクロスオーバー法）、

「糖尿病治療の有無と乳がん検診未受診との関連」について、医学部生１人が2025年度第40
回日本国際保健医療学術総会（東京）にて「全国二次医療圏別にみた外国人患者受け入れ医

療機関の地域偏在」についての発表を行った。また、日本腎臓学会の英文誌Clinical 
Experimental Nephrologyにて、本研究協力者である岩上将夫が、若手が臨床疫学研究を行

う時の手引きとして、「Review series: Methodological tutorial for clinical kidney research 
using real-world data, Review no. 3: handling of longitudinal creatinine data to define 
acute kidney injury」の論文を執筆し、公表された。 
以上のように、本年もリアルワールドデータを用いた臨床医学・社会医学研究に関心を持

つ医療者や若手教員を対象に医学教育を行い、研究者の裾野を広げ、本事業の目標である幅

広い医療ビッグデータ研究にかかわる人材育成に貢献することができた。 
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はじめに 
昨今、WHOでWorld Health Assembly in 
May 2016においてFramework on 
integrated people-centred health services 
(IPCHS) が議論され、また医学教育モデ

ル・コア・カリキュラム（平成 28 年度改

訂版）においても、｢地域医療や地域包括ケ

アシステムの教育｣として章を設け、 ｢超高

齢社会を迎え地域における福祉介護等の関

係機関との連携により、包括的かつ継続的

な地域完結・循環型医療』の提供を行うこ

とが必要とされ、卒前教育にも、多職種連

携・多職種協働やチーム医療を具体的にイ

メージできるカリキュラムが求められてい

る。『医師として求められる基本的な資

質・能力』に地域医療やチーム医療、コミ

ュニケーション能力を列挙するのみなら

ず、A-4-1)コミュニケーション、A-4-2)患者

と 医師の関係、A-5-1)患者中心のチーム医

療、A-7-1)地域医療への貢献、B-1-7)地域医

療・地域保健（A-7-1)と学修目標を共有させ

た）、F-2-15)在宅医療と介護、G-4-3)地域

医療実習の各項目で 触れている。なお、単

に高齢者に対する医療や介護だけではな

く、全年齢を見据えた予防も含めた地域保

健や関連する地域福祉の理解と実践が求め

られる。｣としている。我々は、こうした視

点を教育するにあたり、個別の地域医療教

育に加えて、地域のデータに基づく集団の

視点の分析を学ぶことの意義を考え、当初

から医学生や若手に地域データの分析機会

を設けてきた。 
また、2020年初頭からの新型コロナウイ

ルスのパンデミックに伴い、リアルワール

ドデータの有効活用に基づくevidence 
based policy making (EBPM)の重要性が広

く一般世間・社会に認識されるようになっ

てきた。この時に重要なことは、時間と研

究意欲に溢れる若手研究者が、経験・実績

の豊富な指導者の下で、素早くデータを解

析し、報告書や論文を執筆して世に発信す

ることである。そのような教育体制・環境

を日頃から構築することが重要である。 
本研究班により、これらの取り組みが加

速でき、過去4年間に引き続き、今年度も医

学部生・博士課程生・若手教員が実際に学

会発表の成果をあげることができた。また

本研究班の取り組みから得た人材育成の知

見に基づき、本研究班の協力研究者である

教員が教育的な英語論文を執筆する機会も

得ることができた。以下、この１年の成果

を報告する。 
 

1. 国内学会発表：2025 年度第 84 回日本公

衆衛生学会学術総会（静岡） 
本年度は当教室（筑波大学医学医療系ヘル

スサービスリサーチ分野）の医学部生・博

士課程生・若手教員が医療・介護ビッグデ

ータ活用による研究を行い、大学院学生３

人と助教１人が 2025 年度第 84 回日本公衆

衛生学会学術総会（静岡）にて、また医学

部生１人が第 40 回日本国際保健医療学術総

会（東京）にて発表することができた。解

析及び学会発表は、本研究分担者（田宮）

および本研究協力者（岩上）の指導のもと

行われた。下記に各研究の要旨を示す。 
 
(1) 妊娠期非産科手術と児有害事象との関連

〜大規模レセプトデータベースによる観

察研究～ 
【発表者】横山良太（博士課程学生） 
【目的】妊娠中非産科手術は流産、死産、

早産、児先天奇形、低出生体重児との関連

が示唆されている。妊娠中非産科手術の児

への影響が適切に説明されることは重要で

あるが日本からの報告は少ない。本研究の

目的は大規模データを用いて器官形成期で

ある妊娠第 1 三半期非産科手術と本データ

で取得可能な大奇形、早産、低出生体重児

との関連を調べることである。 
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【方法】扶養情報を含む JMDC レセプトデ

ータ加入者のうち、2005 年 1 月〜2023 年 3
月に出産し、児と連結可能な妊婦を対象に

後ろ向き観察研究を行った。推定妊娠開始

前 3 か月以上・児誕生後 3 か月以上保険未

加入、染色体異常児とその妊娠は除外し

た。妊娠第 1 三半期非産科手術施行妊婦の

出生児を曝露群とし、妊娠期間中非産科手

術未施行妊婦の出生児を対照群に①大奇

形、②早産、③低出生体重児との関連を出

産年齢、肥満、喫煙、飲酒、糖尿病、高血

圧、高脂血症、うつ不安、悪性腫瘍、てん

かん、多胎、催奇形性薬物、CT 施行有無を

調整変数としたロジスティック回帰分析を

行った（妊娠第 2/3 三半期非産科手術施行

妊婦は除外）。同一母の相関を考慮するた

めクラスターロバスト標準誤差を用い、肥

満、喫煙、飲酒の欠損値に対して多重代入

法を用いた。 
【結果】226,249 妊娠中、801（0.35%）妊

娠が全妊娠期間に、278（0.12%）妊娠が第

1 三半期に非産科手術を行われた（出生児

286 人：単胎 271 人，多胎 15 人）。①大

奇形は曝露群 12/286 人（4.2%）、対照群

9,807/228,063 人（4.3%）、調整 OR, 0.85
（95%CI, 0.48–1.53, p = 0.60）、②早産は

曝露群 21/286 人(7.3%)、対照群

9,092/228,063 人（4.0%）、調整 OR, 1.42
（95%CI, 0.86–2.34, p = 0.18）、③低出生

体重児は曝露群 26/286 人(9.1%)、対照群

14,698/228,063 人（6.4%）、調整 OR, 
1.05（95%CI, 0.67–1.65, p = 0.82）であっ

た。 
【結論】妊娠第 1 三半期非産科手術は大奇

形、早産、低出生体重児との間に有意な関

連を認めなかった。本データでは流産や死

産を把握できない点に留意が必要だが、手

術が必要な妊婦にとって参考になり得る。 
 
(2) 障害児等がいる世帯における経済的支援

を希望する世帯の実態 

【発表者】鈴木愛（博士課程学生） 
【目的】厚生労働省が実施した「令和 4 年

生活のしづらさなどに関する調査」の結果

では、障害児・者等が求める必要な支援の

中で経済的支援が最も多かったと報告され

ているが、障害児等に着目した結果は明ら

かになっていない。そこで本研究では、①
障害児等がいる世帯における経済的支援を

希望している世帯の特徴、ならびに②障害

児等がいる所得が低い世帯における経済的

支援を必要としている世帯の特徴を明らか

にし、経済的支援における制度整備の一助

となることを目的とした。 
【方法】上記調査の個票データを用いた

（配布数：24427 人、有効回答率

57.6%）。本研究の対象は、18 歳未満の障

害児等であり、「特に必要と感じている支

援」の設問で「手当・年金・助成金等の経

済的援助の充実」と回答した場合を経済的

支援の希望ありとした。カイ二乗検定を用

いて対象者全体、および世帯所得が少ない

対象者（平均世帯収入/月が 25 万円以下）

において、経済的支援の希望の有無別に障

害児等の背景と世帯の背景を比較した。さ

らに、障害者手帳を持っている対象者で

は、障害の等級別に経済的支援を希望して

いる割合を算出した。 
【結果】対象者は 838 名、年齢の中央値：

10 歳、70.6%が男児であった。経済的支援

の希望があった対象者は 42.6%であり、希

望が無い対象者に比べ身体障害者手帳所有

割合、療育手帳所有割合が多く、平均世帯

収入/月が 40 万以下の世帯が多かった。世

帯所得が少ない対象者は 197 名、その中で

経済的支援の希望があった対象者は 49.7%
であり、経済的支援の希望が無い対象者に

比べ療育手帳所有割合が多かった。障害の

等級別にみた経済的支援の希望は、対象者

全体・世帯収入が低い対象者ともに知的障

害児では等級が重度なほど、身体・精神障
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害児では等級が軽度なほど希望している割

合が多い傾向があった。 
【結論】対象者全体・世帯収入が低い対象

者ともに、経済的支援を希望している世帯

では障害者手帳を所有している割合が多

く、また、障害の等級と経済的支援の希望

の関係は障害の種類により異っていた。こ

の結果は、世帯収入に関わらず重度障害児

等に支給される公的手当による経済的支援

では不足分をカバーできておらず、障害の

種類により支給基準や支給金額を見直す必

要性を示唆している。必要な支援の提供体

制を考えていくためには更なる調査が必要

である。 
 
(3) 本邦高齢者における薬剤と非椎体骨折の

関連：自己対照研究（ケースクロスオー

バー法） 
【発表者】中野寛也（博士課程学生） 
【目的】転倒リスクを上昇させる薬剤（fall 
risk-increasing drugs [FRIDs]）のリストが

海外で提唱されているが、本邦高齢者で

FRIDs 等の薬剤群と転倒に関連する骨折の

関連を網羅的に比較した研究はない。本研

究は本邦高齢者における FRIDs 等の薬剤群

と非椎体骨折の関連を、時間依存性がない

交絡因子の影響を除けるケースクロスオー

バー法を用い検討することを目的とした。 
【方法】研究対象はつくば市の国保・後期

高齢者の医療介護レセプトデータに登録さ

れた 65 歳以上から 2014 年 4 月〜2019 年 3
月に医療機関を受診しデータベース登録月

の 3 か月以降に初めて非椎体骨折のレセプ

ト病名を付与され画像検査および手術か処

置を受けた者を同定した。受傷日は画像検

査の日付と仮定した。曝露因子として

FRIDs とその他の薬剤群を同定し、各症例

のケース期間（受傷日の 1-30 日前）とコン

トロール期間（受傷日の 31-60、 61-90、 
…121-150 日前）ごとに使用の有無を判別

した。各薬剤群の使用の有無について単変

量条件付きロジスティック回帰分析を行

い、コントロール期間に対するケース期間

のオッズ比と 95%信頼区間(confidence 
interval [CI])を求めた。感度分析としてケ

ース期間とコントロール期間を変更し 2 種

類の解析を行った。 
【結果】研究対象は 1888 人（受傷時年齢

79.06±8.47 歳、女性 72.7%）であった。ロ

ジスティック回帰分析の結果、統計学的有

意(P<0.05)に非椎体骨折と関連していた薬

剤は、抗精神病薬（3.64、95%CI 1.77–
7.49）、抗痙攣薬（1.61、95%CI 1.01-
2.55)、オピオイド（1.50、95%CI 1.04–
2.18）、非ステロイド系消炎鎮痛薬

（NSAIDs）（1.42、95%CI 1.15–1.76）で

あった。2 つの感度分析でもオッズ比上昇

が有意であったのは抗精神病薬、NSAIDs
であった。 
【結論】主解析で先行研究と同様に抗精神

病薬・オピオイドは非椎体骨折リスクの上

昇と有意に関連し、抗痙攣薬・NSAIDs も

有意に関連していた。抗痙攣薬が非椎体骨

折リスクを上昇させる可能性があると考え

られた一方、NSAIDs では感染症等の急性

疾患によるふらつき等の症状が時間依存性

の交絡因子になっている可能性がある。 
 
(4) 高血圧、脂質異常症、糖尿病治療の有無

と乳がん検診未受診との関連 
【発表者】河村千登星（助教） 
【目的】乳がん検診受診率向上のため、か

かりつけ医が患者に乳がん検診の受診勧奨

を行うことが求められているが、かかりつ

け医の日常診療業務の実態からは、全ての

患者に一律にがん検診の推奨をすることは

困難である。そのため特に受診勧奨の対象

者を絞ることが重要と考え、かかりつけ医

が診療することが多い高血圧、脂質異常

症、糖尿病に注目し、これらの治療の有無

と乳がん検診の未受診との関連を明らかに

することを目的とした。 
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【方法】2018 年度のつくば市の国民健康保

険に加入している 30–70 歳の乳がん検診ク

ーポン送付対象女性について、2018 年 4 月

から 2019 年 3 月のつくば市の国民健康保険

加入者の医療レセプトデータに基づいて、

高血圧、脂質異常症、糖尿病の治療の有無

（それぞれ重複あり）と、市で把握する乳

がん検診の未受診との関連を横断的に分析

した。高血圧、脂質異常症、糖尿病の有無

による乳がん検診の未受診割合をカイ二乗

検定で比較し、さらにロジスティック回帰

分析で年齢調整オッズ比を算出した。 
【結果】対象者 18,122 人のうち、受診者全

体、高血圧、脂質異常症、糖尿病で治療中

の女性における乳がん検診の未受診率はそ

れぞれ 83.3%、84.5％、80.8%、88.7%であ

り、脂質異常症と糖尿病に関して、治療の

有無で未受診率の違いを認めた。高血圧、

脂質異常症、糖尿病治療の年齢調整オッズ

比はそれぞれ 1.05 (95%信頼区間[0.91–
1.21])、0.76 (0.66–0.88)、1.54 (1.18–2.00)
であった。 
【結論】糖尿病で治療中の女性は乳がん検

診の未受診と関連しており、逆に脂質異常

症で治療中の女性は乳がん検診の受診と関

連していた。かかりつけ医が診療すること

が多い高血圧、脂質異常症、糖尿病の患者

のうち、特に糖尿病で治療中の患者に重点

的に乳がん検診の受診勧奨を行うことが、

効率的な乳がん検診の受診率向上に繋がる

可能性がある。 
 
2. 国内学会発表：2025 年度第 40 回日本国

際保健医療学術総会（東京） 
【発表者】宮川凜胡（医学部生） 
【背景】近年日本の在留外国人数は増加し

ており、安心して医療を受けられる体制の

整備が課題である。本研究は、日本におけ

る外国人患者受け入れ医療機関の地域偏在

の実態を明らかにすることを目的とした。 

【方法】厚生労働省・観光庁「外国人患者

を受け入れる医療機関の情報を取りまとめ

たリスト（2025 年 6 月）」を用いて、外国

人患者受け入れ医療機関を把握した。医療

機関の属性（診療科、対応言語、医療通訳

者の有無、JMIP［外国人患者受入れ医療機

関認証制度］取得の有無）を記述した。次

に、都道府県、二次医療圏ごとに、在留外

国人 1 万人あたりの医療機関数を算出し

た。また二次医療圏別の地域偏在状況を明

らかにするため、二次医療圏ごとに在留外

国人 1 万人あたり医療機関数についてロー

レンツ曲線を作成しジニ係数を算出した。 
【結果】全国の外国人患者受け入れ医療機

関数は 2,513（968 病院、1,024 診療所、

521 歯科診療所）であり、病院・診療所

（n=1,992）のうち内科、外科、救急科、小

児科、産婦人科、精神科に対応しているの

はそれぞれ 76.2%、57.4%、20.0%、

36.9%、27.0%、15.7%であった。また

2,513 医療機関のうち、対応言語として英

語、中国語、韓国語、ベトナム語を挙げた

のは 92.7%、24.1%、14.1%、8.5%であっ

た。医療通訳がいる機関は 17.1%（n = 
429）、968 病院のうち JMIP 認証取得機関

は 6.5%（n = 63）であった。都道府県別の

在留外国人 1 万人あたりの医療機関数は中

央値（四分位範囲）7.9（5.0, 19.1）であ

り、徳島県で最多（75.2）、愛知県で最少

（1.5）だった。二次医療圏別（n=335）に

みた中央値は 7.8（3.1, 17.7）だったが、32
医療圏には受け入れ医療機関がなかった。

二次医療圏単位のジニ係数は 0.62 と地域偏

在を認め、精神科で 0.66、小児科で 0.65 と

比較的大きく、内科では 0.58 と比較的小さ

い等、診療科による違いがあった。 
【結論】外国人患者受け入れ医療機関の分

布には地域偏在が見られた。 
 
以上のように、医療・介護ビッグデータ

を有効に活用し新たな医学的知見を得るこ
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とができた。また、研究計画立案から、デ

ータクリーニング、統計解析、抄録作成、

学会発表までの一連の流れについて、次世

代を担う若手に経験してもらうと共に、明

確な成果物として世に発信することができ

た。 
 
3. 教育的論文 
本研究協力者である岩上将夫が日本腎臓学

会の英文誌 Clinical Experimental 
Nephrology において、若手が臨床疫学研究

を行う時の手引きとして、以下の論文を執

筆し公表された。 
 
(1) Review series: Methodological tutorial 

for clinical kidney research using real-
world data, Review no. 3: handling of 
longitudinal creatinine data to define 
acute kidney injury 

【発表者】岩上将夫（教授） 
[Abstract] Acute kidney injury (AKI) is 
characterized by a sudden decline in 
kidney function. The Kidney Disease: 
Improving Global Outcomes (KDIGO) 
clinical practice guidelines define AKI 
based on an increase in serum creatinine 
(SCr) levels as well as a decrease in urine 
volume. For clinical researchers of AKI, 
the ability to handle longitudinal SCr data 
and flag AKI status and stage in 
individual patients is a fundamental skill. 
This article provides a practical guide for 
identifying AKI episodes from longitudinal 
SCr data using R programming. The 
methods described in this article are based 
on a hands-on seminar presented at the 
68th Annual Meeting of the Japanese 
Society of Nephrology in 2025. 
 
このように、本研究班の重要な目的の 1 つ

である「後進の育成」に関する活動の一環

として、筑波大学の若手に限らず、日本全

国を対象にした啓蒙教育活動に関わること

ができた。 
 
以上のように、本研究分担を通じて、医

療・介護ビッグデータ研究の後進の育成実

績およびそのノウハウが順調に蓄積されて

いる。これは、今後の医療人材のあるべき

方向にも沿ったものであり、かつ学生や若

手自身が自ら意欲的に取り組める内容でも

あり、適切な指導により高い成果につなげ

られることが示唆された。 
今後、以上の経験を生かし、それぞれの

分野やレベルの違いに応じた医療・介護ビ

ッグデータ人材教育の最適な方法論につい

てまとめていくことが必要であると考え

る。 
 
Ｆ．研究発表 
１．論文発表 １報 
(1) Yoshihisa Miyamoto, Yuka 
Sugawara, Megumi Oshima, Hajime 
Nagasu, Takashige Kuwabara, Tadashi 
Sofue, Naoki Nakagawa, Masao Iwagami, 
Review series: Methodological tutorial for 
clinical kidney research using real-world 
data, Review no. 3: handling of 
longitudinal creatinine data to define 
acute kidney injury, Clinical Experimental 
Nephrology, 2026 (in press).  
２．学会発表 ５回 
(1) 横山良太、岩上将夫、島田憲佑、谷口雄

大、井口竜太、渡邊多永子、杉山雄

大、田宮菜奈子、妊娠期非産科手術と

児有害事象との関連〜大規模レセプト

データベースによる観察研究～、第 84
回日本公衆衛生学会学術総会、2025 年 

(2) 鈴木愛、渡邊多永子、田宮菜奈子、障害

児等がいる世帯における経済的支援を

希望する世帯の実態、第 84 回日本公衆

衛生学会学術総会、2025 年 
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(3) 中野寛也、岩上将夫、谷口雄大、小宮山 

潤、黒田直明、鈴木愛、田宮菜奈子、

本邦高齢者における薬剤と非椎体骨折

の関連：自己対照研究（ケースクロス

オーバー法）、第 84 回日本公衆衛生学

会学術総会、2025 年 
(4) 河村千登星、山岸良匡、岩上将夫、鈴木 

愛、黒田直明、杉山雄大、田宮菜奈

子、高血圧、脂質異常症、糖尿病治療

の有無と乳がん検診未受診との関連、

第 84 回日本公衆衛生学会学術総会、

2025 年 
(5) 宮川凜胡、谷口 雄大、孫瑜、田宮菜奈

子、全国二次医療圏別にみた外国人患

者受け入れ医療機関の地域偏在、第 40
回日本国際保健医療学術総会、2025 年 

 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む） 
１．特許取得 
なし 
２．実用新案登録 
なし 
３．その他 
なし
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厚生労働行政推進調査事業補助金 

政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

（分担）研究報告書 

NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究 

研究分担者 山名隼人 自治医科大学データサイエンスセンター 

  

研究要旨：我々は医療ビッグデータハンドリング教育プログラムを開発し、令和 6年度ま

でに臨床疫学研究に加えて地域医療分析にも活用の幅を広げてきた。本研究ではこの教育

プログラムを継続して実施することで、臨床疫学研究を通じた更なるエビデンス創出と、

地域医療分析による医療政策への貢献を実現した。また、新たに自治体や医療機関のデー

タを追加し、更なる利活用のための基盤を強化した。医療ビッグデータを利活用できる人

材の裾野を広げるためには、データと利活用者に対応して教育プログラムを改善し続ける

ことが重要と考えられる。 

 

Ａ．研究目的 

 近年、医療ビッグデータを利活用する場

面がますます増加している。医療ビッグデ

ータを有効活用するためには、通常の臨床

データの分析に必要な臨床や研究の知識に

加えて、データベースハンドリングおよび

統計学等の知識や技術を要する。我々は平

成 29-30 年度、平成 31-令和２年度および

令和 3-4 年度厚生労働科学研究において、

Diagnosis Procedure Combination (DPC)

データやレセプトデータ等を活用する際に

必要なデータハンドリング技術および統計

解析の習得を目指す教育プログラムを開発

した。また、研究分担者は主に栃木県のデ

ータにこの教育プログラムを適用して臨床

疫学研究を実施し、様々なエビデンスを創

出してきた。これに加えて、医療ビッグデ

ータを利活用する場面として新たに医療政

策の立案に着目し、令和 5-6 年度は栃木県

の医療政策に関わる職員を想定して教育プ

ログラムの検討を実施した。その結果、解

析ソフトウェアの種類やデータ可視化のた

めのビジネスインテリジェンスツールの活

用など、データ、目的および利活用者に応

じた様々な改善点が挙げられた。 

 医療ビッグデータの活用が有用な臨床疫

学研究のテーマは尽きず、新しい地域医療

構想の策定など医療政策分野への活用のニ

ーズも今後ますます増加していくと考えら

れる。一方、令和 6 年度までの本研究から、

既存のデータの限界も明らかになった。そ

れに伴い、新たに利活用の推進を検討する
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データとして 

 栃木県以外の自治体のデータ 

 検査値等の臨床情報を含むデータ 

が挙げられた。 

 本研究では、これまでに開発した医療ビ

ッグデータ活用のための教育プログラムを

継続して実施し、臨床疫学研究を通じた更

なるエビデンス創出、および地域医療分析

による医療政策への貢献を図った。また、

新たなデータを検討し、今後の利活用を見

据えてデータと利活用者に合わせた教育プ

ログラムの改善点を探ることとした。 

 

Ｂ．研究方法 

(1) 臨床疫学研究 

 自治医科大学において、大学に勤務する

若手臨床医を中心とした研究者に対してデ

ータと教育プログラムを引き続き提供した。

また、東京大学との間の VPN アクセスによ

る相互にデータ解析が可能な環境を強化し、

共同で研究を行った。 

(2) 地域医療分析 

 研究分担者が自治体職員と共同で DPC

データや医療・介護レセプトデータを用い

た分析を行うとともに、医療ビッグデータ

分析の経験がある複数の若手研究者をチー

ムに加え、人材育成を図った。分析デザイ

ンの検討、データの切り出し、データセッ

トの作成、および解析ソフトウェアまたは

ビジネスインテリジェンスツールによる分

析と可視化を実施した。また、目的と利用

者に適したデータ構造等について、引き続

き検討を行った。 

(3) 自治体データの検討 

 自治体関係者の協力を得て、栃木県のデ

ータに関して対象期間と種類を更新した。

また、研究協力者と共同で、佐賀県におい

てレセプトデータの入手を進めた。多様な

医療ビッグデータの利活用を進めるための

基盤を強化するとともに、新たな利活用者

の開拓を行った。 

(4) 病院データの検討 

 国立病院機構は全国の施設でデータの標

準化と収集を進めている。DPCデータやレ

セプトデータに加えて検査値など豊富なデ

ータを含むデータベースが存在する。しか

し、このデータを活用できる人材は不足し

ており、一般病院に勤務する臨床医が個々

のクリニカルクエスチョンに応じて分析を

行うのは困難である。そこで本研究では国

立病院機構の各施設から研究協力者を募り、

研究案の検討とデータ収集を進めるととも

に、新たなデータや利活用者に応じたデー

タハンドリング教育等について検討した。 

 病院には詳細なデータが存在するものの、

縦断的なレセプトデータとの連結はこれま

で困難であった。しかし、次世代医療基盤

法により、病院由来のデータと NDB との

個人単位での突合が可能になった。同法に

基づきデータ提供を開始した琉球大学の研

究協力者と共同で、データと今後の人材育

成の方法について検討を進めた。  
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Ｃ．研究結果 

(1) 臨床疫学研究 

 教育プログラムを自治医科大学において

大学院生、客員研究員および共同研究者に

提供するとともに、VPN環境を強化して東

京大学と共同で研究を行った。この相互作

用により、多数の研究者により研究計画の

立案から論文発表までが行われた。各研究

の報告状況は「G. 研究発表」に示すとおり
である。 

(2) 地域医療分析 

 栃木県医療政策課の職員と共同で様々な

データ分析を行った。例を以下に示す。 

① 入院患者に対する医療資源投入量と在

院日数から見る医療機関の機能（DPC

データ） 

② 入院医療の需要に関する将来推計

（DPC データ） 

③ 在宅医療・介護を受けている患者の入

院の状況（医療・介護レセプトデータ） 

 上記の分析にあたっては、令和 6 年度ま

でと同様にMicrosoft Excel形式の汎用性の

高い中間テーブルを作成するとともに、ビ

ジネスインテリジェンスツール Tableau を

活用し、自治体職員が自身で必要な分析と

可視化を行うことを実現した。また、今年

度は複数の若手研究者をチームに加えて共

同で分析を行うことにより、分析数の増加

が実現した。 

 一方、この取り組みを進める上で、令和 6

年度までのものに加えて新たな課題も明ら

かになった。例を以下に示す。 

 Excel 形式の中間テーブルを用いた分

析は、経験が浅い者でも分析が可能で

ある一方で、分析の自由度が限られて

いる。個票データを自治体職員も扱え

るような人材育成も必要である。 

 臨床疫学研究と医療政策のための分析

は質的に異なる場合があり、前者に慣

れた研究者であっても後者を行うのは

必ずしも容易ではない。 

 分析を行うことに加え、医療政策の立

案に関連する複数のステークホルダー

に対して結果を効果的に提示すること

が求められる。 

(3) 自治体データの検討 

 栃木県に関して、県内全市町の 2015 年か

ら 2025 年までの国民健康保険および後期

高齢者医療制度の医療レセプトデータ、介

護レセプトデータならびに KDB データを

入手し、既存のデータ（2019 年～2023 年）

を更新した。加えて、佐賀県についても県

内全市町の協力を得て、2018 年から 2025

年までの期間で栃木県と同様のデータを入

手した。なお栃木県に関しては、2024 年か

ら新たに電子化された医療保険を用いた訪

問看護のレセプトデータを含む。また、栃

木県内全対象施設からの DPC データも年

度を追加した。 

 加えて、佐賀県におけるデータ収集のた

めの自治体関係者との協議の中で、医療ビ

ッグデータの新たな利活用者として市町に

勤務する保健師が指摘された。 
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(4) 病院データの検討 

 国立病院機構の複数の一般病院に勤務す

る研究者と検討を行った結果、下記の２テ

ーマより研究を実施することとし、同機構

の診療情報データベース利活用審査委員会

に申請を行い承認された。 

 肝臓癌の疫学と治療実態及び各種治療

に応じた予後の検討 

 敗血症に対する診療パターンの分析並

びに起因菌、治療法及び予後の検討 

承認を受けてデータ利活用を開始するとと

もに、多施設の研究者が遠隔で学べる E-ラ

ーニングの機会を提供するなど、教育プロ

グラムの適用を開始した。 

 一方、琉球大学とは次世代医療基盤法に

基づく NDB との連結解析を検討し、病院

のデータに加えて自治体の保有する乳幼児

健診等のデータとの連結を想定して小児科

領域を中心に研究を推進していくこととし

た。また同大学病院に勤務する臨床医およ

びコメディカルスタッフに対してリアルワ

ールドデータ研究を指導するコースを令和

8 年度から設置することとし、その支援を

継続的に行う方針となった。 

 なお、病院から得られるデータは既存の

DPC データやレセプトデータと比べ非常

に複雑な構造であり、特に一般病院に勤務

する臨床医にとってはデータハンドリング

が困難であることが課題として挙げられた。 

  

（倫理面への配慮） 

倫理的な問題はない。 

Ｄ．考察 

 令和 7 年度の本研究では、医療ビッグデ

ータを利活用できる人材の裾野を更に広げ

るにあたり、研究者や自治体職員を対象と

して教育を実施して分析を行うとともに、

各種データの整備を進め、更なる利活用の

ための検討を行った。 

 当センターで行う研究の計画立案に際し

ては、研究分担者が個別に各利活用者に対

して直接指導を行っている。加えて、令和 6

年度までにこれらの指導内容を体系化した

教育プログラムを開発し、研究者に加えて

自治体職員にも提供してきた。令和 7 年度

はこれらを活用し、臨床疫学研究と地域医

療分析を進めるとともに、若手研究者の地

域医療分析への参画により更なる人材育成

を実施した。ビッグデータ分析を介して、

臨床疫学研究と地域医療政策の両者に通じ

た研究者の育成を実現したが、両者の違い

による課題も明らかとなった。 

 令和 7 年度は、既存のデータの利活用に

加えて様々なデータの取得とデータベース

整備も継続して実施した。自治体データで

は複数県の長期間のデータを入手するとと

もに、新たな種類のデータも加えて今後の

活用の幅が広がった。また、新たな利活用

者も想定された。同様に病院データの利活

用に関しても、これまで以上に複雑なデー

タの分析を多施設・遠隔で進める必要性が

生じた。新たなデータと利活用者を加え、

これらに対応して教育プログラムを改善し

続けることが重要と考えらえる。 
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Ｅ．結論 

本研究では、医療ビッグデータ活用のため

の教育プログラムを継続して実施すること

で、多数のエビデンス創出と医療政策の策

定に貢献した。また、新たな利活用者とデ

ータに対応して教育プログラムを応用する

とともに、新規データの取得と更なる利活

用のための基盤強化を実施した。本研究に

より、医療ビッグデータを利活用できる人

材の裾野を広げることに貢献したと考えら

れる。 
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令和８年３月２４日 
厚生労働大臣 殿                                        
                                                                                           

                   

                              機関名  国立大学法人東京大学 
 
                      所属研究機関長 職 名  学長 

                                                                                      

                              氏 名  藤井 輝夫          
 

   次の職員の令和７年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

理については以下のとおりです。 

１．研究事業名  政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業）                                  

２．研究課題名  NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究                                  

３．研究者名  （所属部署・職名）大学院医学系研究科・教授                                 

    （氏名・フリガナ）康永 秀生・ヤスナガ ヒデオ                             

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 ■   □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 

（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和 ８ 年 ３ 月 ６ 日 
厚生労働大臣 殿 

                                                                                              
                   
                              機関名  京都大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  医学研究科長 
                                                                                      
                              氏 名  波多野 悦朗        
 

   次の職員の令和 7 年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

理については以下のとおりです。 

１．研究事業名  政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業）                                         

２．研究課題名  NDBをはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究                                         

３．研究者名  （所属部署・職名）     大学院医学研究科・教授                    

    （氏名・フリガナ）     中山健夫・ナカヤマタケオ                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 ■   □ ■ 京都大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和8年 3月 17日 
厚生労働大臣 殿 

                                                                                             
                   
                              機関名 国立大学法人筑波大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名 永田 恭介     
 

   次の職員の令和７年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

理については以下のとおりです。 

１．研究事業名 政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業）                                   

２．研究課題名 NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究  

３．研究者名  （所属部署・職名）医学医療系・教授                

    （氏名・フリガナ）田宮菜奈子・タミヤナナコ            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和 8 年 3 月 30 日 
厚生労働大臣 殿 

                                                                                             
                   
                              機関名  自治医科大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  学長 
                                                                                      
                              氏 名  永井 良三 
 

   次の職員の令和７年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

理については以下のとおりです。 

１．研究事業名 政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業）                                   

２．研究課題名 NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究  

３．研究者名  （所属部署・職名） データセイエンスセンター 講師                 

    （氏名・フリガナ） 山名 隼人 （ヤマナ ハヤト）                   

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ☑ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ☑ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ☑ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ☑ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ☑   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ☑ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ☑（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 


